












































２．PDM（和文オリジナル、和文改訂版）と中間評価時の改定内容
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プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

要
約

 
指

 
標

 
指

標
入
手

手
段

 
外

部
条
件

 
上

位
目
標

 
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
機
械
工
業
分
野
の
職
業
訓
練
を
強
化

し
、
技
能
労
働
者
の
技
能
を
向
上
さ
せ
る
。

 

 機
械
工
業
分
野
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
る
技
能
労
働

者
数
（
～
年
ま
で
に
 
～

%
増
加
す
る
）

 

 計
画
投
資
省
及
び
工
業

省
の
統
計
 

1 
国
内
工
業
界
の
経
済
状
況
が
悪
化
し
な

い
。

 
2 

ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
工
業
発
展
に
反
対
す

る
政
策
を
強
要
し
な
い
。

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
目

標
 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
（

H
IC
）
の
機
械
技
術
者
養
成
能
力

が
向
上
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
機
械
工
業
分
野
の
発
展

に
適
応
し
た
訓
練
コ
ー
ス
（
機
械
加
工
、
金
属
加
工
、
電

気
制
御
）
が
開
発
さ
れ
、
か
つ
適
正
に
実
施
さ
れ
る
。

 

 1 
 
技
能
労
働
者
資
格
を
取
得
し
た
当
該
訓
練
コ

ー
ス
卒
業
生
数

 
2 

 
関
連
工
場
に
雇
用
さ
れ
た
当
該
訓
練
コ
ー
ス

卒
業
生
数

 

 1 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
卒
業
生
リ
ス
ト

 
 2 

卒
業
生
の
雇
用
状
況
記
録

 

 1 
職
業
訓
練
に
対
す
る
社
会
通
念
が
向
上

す
る
。

 
2 

技
能
労
働
者
を
輩
出
す
る
訓
練
セ
ン
タ

ー
の
数
及
び
能
力
（
が
低
下
し
な
い
）
。

 
成

果
（
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
）

 
1 

 H
IC
に
お
い
て
体
系
的
な
職
業
訓
練
が
計
画
さ
れ
る
。

2 
 H

IC
の
訓
練
生
募
集
選
考
体
制
が
確
立
す
る
。

 
3 

H
IC
の
上
記

3分
野
に
お
い
て
有
能
な
指
導
員
が
必
要

数
育
成
さ
れ
る
。

 
4 

上
記

3分
野
に
お
い
て
適
切
な
訓
練
コ
ー
ス
が
開
発
、

実
施
さ
れ
る
。

 
 5 

訓
練
コ
ー
ス
の
た
め
の
適
切
な
施
設
、
機
材
及
び
設
備

が
設
置
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
。

 
6 

組
織
、
職
員
、
予
算
の
観
点
か
ら

H
IC
が
要
項
に
運
営

さ
れ
る
。

 

 1 
 

訓
練
実
施
の
詳
細
計
画

 
2 

 
効
果
的
な
宣
伝
広
報
活
動
の
実
施

 
3 

 
当
該
訓
練
コ
ー
ス
指
導
員
の
数
、
質
、
能
力

の
向
上

 
4 

 
当
該
訓
練
コ
ー
ス
の
内
容
（
コ
ー
ス
数
と
質
）

  5 
 

当
該
訓
練
コ
ー
ス
の
施
設
、
機
材
、
設
備
の

数
量
及
び
活
用
状
況

 
6 

適
切
な
組
織
形
態
と
良
好
な
財
政
状
況

 

 1 
 

訓
練
計
画
書

 
2 

 
広
報
活
動
に
係
る
出
版
物

 
3 

 
指
導
員
の
評
価
表

 
 4-

1 
 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
年
次
報
告
書

 
4-

2 
 
卒
業
生
の
実
績
評
価
に
関
す
る
雇
用
者
へ

の
質
問
票

 
5 

 
施
設
、
機
材
、
設
備
リ
ス
ト

 
 6 

組
織
図
及
び
年
次
報
告
（
財
務
報
告
）

 

 1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
労
働
市
場
情
報

が
十
分
で
あ
る
。

 
2 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
に
合
っ
た
十
分

な
数
の
訓
練
生
が
労
働
市
場
に
存
在
す

る
。

 

活
 

動
 

投
 

入
 

 
ベ
ト
ナ
ム
国

 
日
本
側
（
協
力
期
間
：
５

年
）

 
• 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
指
導
員
が
離

職
し
な
い
。

 
• 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
財
政
基
盤
が

安
定
し
て
い
る
。

 
   

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

（
下
段
に
記
載
）

 
1 

建
物
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
機
材

 
2 

ベ
ト
ナ
ム
人
専
任
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置

 
3 

運
営
管
理
職
員
の
配
置

 
4 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
費
用

 
 

1 
長
期
専
門
家
：
５
名

 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

  
調
整
員

 
専
門
分
野
（
機
械
加
工
、
金
属
加
工
、
電
気
制
御
）

  
2 

短
期
専
門
家

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必

要
に
応
じ
派
遣
さ
れ
る
。

3 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
本
邦
研
修

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
年
間
実
行
計
画
に
基
づ
き

、
技
術
協
力
の
予
算
措
置
の

範
囲
内
で
日
本
に
お
い
て
訓
練
さ
れ
る
。

 
4 

供
与
機
材

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
的
な
実
施
に
必
要
な

機
材
、
設
備
は
技
術
協
力
の

予
算
措
置
の
範
囲
内
で
供
与
す
る
。

 
 

前
提

条
件

 
 • 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
の
建
物
、
施

設
及
び
必
要
な
数
の
機
材
が
ベ
ト
ナ
ム

側
よ
り
確
実
に
供
与
さ
れ
、
活
用
可
能
な

状
態
に
あ
る
。
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活

 
動

 
 1-

1 
ベ
ト
ナ
ム
国
機
械
工
業
界
の
現
状
を
分
析
す
る
。

 
1-

2 
機
械
工
業
界
が
必
要
と
し
て
い
る
職
業
訓
練
内
容
を
明
確
に
す
る
。

 
1-

3 
機
械
工
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
訓
練
内
容
を
策
定
す
る
。

 
1-

4 
H

IC
の
訓
練
政

策
に
助
言
を
行
う
。

 
 2-

1 
入
学
志
願
者
の
応
募
資
格
、
条
件
を
規
定
す
る
。

 
2-

2 
有
能
な
学
生
を
集
め
る
た
め
、
広
報
、
宣
伝
活
動
を
実
施
す
る
。

 
2-

3 
入
学
志
願
者
の
募
集
、
選
考
を
実
施
す
る
。

 
 指
導
員
を
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国
及
び
日
本

に
お
い
て
訓
練
す
る
。

 
3-

1 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

 
3-

2 
専
門
技
術

 
3-

3 
教
材
開
発

 
3-

4 
指
導
技
法

 
3-

5 
授
業
準
備
方
法

 
3-

6 
コ
ー
ス
管
理
方
法

 
3-

7 
訓
練
評
価
方
法

 

 4-
1  

訓
練
コ
ー
ス
の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
 

4-
2 

訓
練
コ
ー
ス
の
教
科
書
、
教
材
の
作
成

 
4-

3 
訓
練
コ
ー
ス
の
実
施

 
4-

4 
訓
練
コ
ー
ス
内
容
の
評
価

 
4-

5 
訓
練
コ
ー
ス
内
容
の
必
要
に
応
じ
た
改
訂

 
 5-

1 
機
材
の
設
置
、
準
備

 
5-

2 
施
設
、
機
材
及
び
設
備
の
管
理
、
保
守

 
 6-

1 
必
要
な
予
算
を
確
保
、
適
切
な
執
行

 
6-

2 
計
画
に
応
じ
た
適
正
な
職
員
の
配
置

 
6-

3 
定
期
的
な
管
理
体
制
の
モ
ニ
タ
ー

 
6-

4 
自
立
発
展
に
向
け
た
仕
組
み
（
収
益
事
業
等
）
の
計
画
、
実
施

 
6-

5 
管
理
体
制
へ
の
助
言
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P
D
M
改
訂
版
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
名
：

ベ
ト
ナ

ム
社

会
主

義
共

和
国

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
機
械
技
術
者
養
成
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

 
 
 

 
期

間
：

20
00

年
4
月

1
日

～
20

05
年

3
月

31
日

 
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

：
ハ

ノ
イ

工
科

短
期

大
学

M
in

h 
K

ha
i校

 
 

 
 

 
 

タ
ー

ゲ
ッ
ト

グ
ル

ー
プ

：
H

IC
の
指

導
教
官

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 
指
 
標

 
指
標
デ
ー
タ
入
手
手
段

 
外
部
条
件

 
上
位
目
標

 
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
機
械
工
業
分
野
の

技
能
労
働
者
の
技
能
レ
ベ
ル
が
向
上
す

る
。

 

 職
業
訓
練
を
修
了
し
た
機
械
技
術
者
の
増
加

 
機
械
工
業
分
野
に
就
職
し
て
い
る
機
械
技
術
者
の
増
加

 

 ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
統
計
資
料
 

• 
国
内
工
業
界
の
経
済
状
況
が
悪
化
し

な
い
。

 
• 

ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
工
業
発
展
に
反
対

す
る
政
策
を
強
要
し
な
い
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
（
H
I
C
）
の
機
械

技
術
者
養
成
能
力
が
向
上
す
る
。

 

1 
 
短
期
職
業
訓
練
コ
ー
ス
数
、
参
加
者
数

 
2 

 
短
期
職
業
訓
練
参
加
者
に
よ
る
訓
練
内
容
の
評
価
（
聞
き
取
り
調
査
等
）

 
3 

 
技
能
労
働
者
資
格
を
取
得
し
た
当
該
長
期
訓
練
コ
ー
ス
卒
業
生
数
（

12
0名

以
上
）

 
4 

長
期
職
業
訓
練
担
当
コ
ー
ス
授
業
時
間
数

 
5 

技
術
移
転
を
受
け
た

C
Pの

定
着
状
況

 
6 

関
係
者
に
よ
る
長
期
訓
練
内
容
の
評
価

 

1
 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、

H
IC

の
資
料
 

2
 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
資
料
 

3
 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、

H
IC

の
資
料

 
 4
 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、

H
IC

の
資
料
 

5
 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、

H
IC

の
資
料
 

6
 
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
資
料
 

 • 
職
業
訓
練
に
対
す
る
社
会
の
理
解
が

深
ま
る
。

 
• 

技
能
労
働
者
を
輩
出
す
る
訓
練
セ
ン

タ
ー
の
数
及
び
能
力
が
低
下
し
な

い
。

 

成
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）

 
1 

 機
械
工
業
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
訓
練
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

 
 2 

 訓
練
生
募
集
・
選
考
体
制
が
確
立
さ

れ
る
。

 
 3 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
機
械
工

業
分
野
の
指
導
教
官
の
能
力
が
向

上
す
る
。

 
 4 

機
械
加
工
、
金
属
加
工
、
電
気
制
御

分
野
で
の
適
切
な
訓
練
が
短
期
、
長

期
職
業
訓
練
コ
ー
ス
と
し
て
確
立

さ
れ
る
。

 
   5 

適
切
な
施
設
、
機
材
、
設
備
が
設
置

さ
れ
有
効
に
活
用
さ
れ
る
。

 
 6 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
組
織
、
人

事
、
財
政
が
適
切
に
運
営
さ
れ
る
。

 
 

 1-
1 

機
械
工
業

界
現
状
分
析
報
告
書
及
び
情
報
収
集
結
果

 
1-

2 
機
械
工
業
界
の
ニ
ー
ズ
分
析
報
告
書
及
び
情
報
収
集
結
果

 
1-

3 
策
定
さ
れ
た
訓
練
計
画
書
及
び
そ
の
改
訂
版

 
2-

1 
 募

集
・
選
考
規
定

 
2-

2 
広
報
用
に
作
成
さ
れ
た
資
料
（
新
聞
広
告
等
）

 
2-

3 
訓
練
生
の

応
募
者
数

 
3-

1 
短
期
職
業

訓
練
参
加
者
の
指
導
教
官
に
対
す
る
評
価
（
聞
き
取
り
調
査
等
）
 

3-
2 

関
係
者
に

よ
る
長
期
訓
練
指
導
教
官
に
対
す
る
評
価

 
3-

3 
長
期
訓
練

生
へ
の

Po
st

-T
es

tの
結
果

 
そ
れ
ぞ
れ
短
期
、
長
期
職
業
訓
練
に
お
い
て
、

 
4-

1 
各
分
野
別
に
作
成
、
活
用
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 
4-

2 
各
分
野
別

に
作
成
、
活
用
さ
れ
た
教
科
書
、
教
材
の
数

 
4-

3 
各
分
野
別

職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
実
施
回
数
（
短
期
訓
練
の
場
合
）

 
4-

4 
各
分
野
別
職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
参
加
者
数
（
短
期
訓
練
の
場
合
）

 
4-

5 
各
分
野
別
職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
計
画
数
と
実
績
数
（
長
期
訓
練
の
場
合
）

 
4-

6 
各
分
野
別
職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
訓
練
生
計
画
数
と
実
績
数
（
長
期
訓
練
の

場
合
）

 
5-

1 
設
置
さ
れ
た
機
材
、
施
設
の
数

 
5-

2 
各
機
材
の
活
用
度

 
5-

3 
機
材
の
保
守
・
管
理
状
況

 
6-

1 
年
間
予
算
額
の
推
移
と
予
算
構
成

 
6-

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
予
算
の
執
行
状
況

 
6-

3 
C

Pの
配
置

状
況

 
6-

4 
運
営
委
員

会
の
開
催
頻
度

 
6-

5 
入
学
者
数

に
対
す
る
卒
業
者
数
の
割
合

 

 1-
1 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

H
IC

の
資
料

 
1-

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

H
IC

の
資
料

 
1-

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

H
IC

の
資
料

 
2-

1 
H

IC
の
資
料

 
2-

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

H
IC

の
資
料

 
2-

3 
H

IC
の
資
料

 
3-

1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
3-

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
3-

3 
H

IC
の
資
料

 
 4-

1 
H

IC
の
資
料

 
4-

2 
H

IC
の
資
料

 
4-

3 
H

IC
の
資
料

 
4-

4 
H

IC
の
資
料

 
4-

5 
H

IC
の
資
料

 
4-

6 
H

IC
の
資
料

 
 5-

1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

H
IC

の
資
料

 
5-

2 
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
及
び

H
IC

の
資
料

 
5-

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

H
IC

の
資
料

 
6-

1 
H

IC
の
資
料

 
6-

2 
H

IC
の
資
料

 
6-

3 
H

IC
の
資
料

 
6-

4 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
6-

5 
H

IC
の
資
料

 

 • 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
労
働
市
場
情

報
が
十
分
で
あ
る
。

 
• 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
に
合
っ
た
十

分
な
数
の
訓
練
生
が
労
働
市
場
に
存

在
す
る
。
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活
動

 
投
 
入

ベ
ト
ナ
ム
側

 
日
本
側
（
協
力
期
間
：
５
年
）

 
• 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
指
導
員
が
離
職
し

な
い
。
 

• 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
財
政
基
盤
が
安
定

し
て
い
る
。
 

   
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

（
下
段
に
記
載
）

 
1
 
建
物
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

用
機
材
 

2
 
ベ
ト
ナ
ム
人
専
任
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置

3
 
運
営
管
理
職
員
の
配
置
 

4
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必

要
な
費
用
 

 

1
 
長
期
専
門
家
：
５
名
 

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
 

調
整
員
 

専
門
分
野
（
機
械
加
工
、
金
属
加
工
、
電

気
制
御
）
 
 

2
 
短
期
専
門
家
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要

に
応
じ
派
遣
さ
れ
る
。

3
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
本
邦
研
修
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
年
間
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
技
術
協
力
の
予
算
措
置

の
範
囲
内
で
日
本
に
お
い
て
訓
練
さ
れ
る
。
 

4
 
供
与
機
材
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
的
な
実
施
に
必
要
な
機

材
、
設
備
は
技
術
協
力

の
予
算
措
置
の
範
囲
内
で
供
与
す
る
。
 

5
 
現
地
業
務
費

 

前
提
条
件

 
 • 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
の
建
物
、
施
設
及

び
必
要
な
数
の
機
材
が
ベ
ト
ナ
ム
側
よ
り
確

実
に
供
与
さ
れ
、
活
用
可
能
な
状
態
に
あ
る
。

 

 
活

動
 

1)
  

機
械
工
業
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
訓
練
計
画
が
策

定
さ
れ
る
。

 
1)

-1
 

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
機
械
工
業
界
の
現
状
を
分
析
す

る
。

 
1)

-2
 

機
械
工
業
界
が
必
要
と
し
て
い
る
職
業
訓
練
内
容
を

明
確
に
す
る
。

 
1)

-3
 

機
械
工
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
訓
練
内
容
を
策

定
す
る
。

 
1)

-4
 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
訓
練
政
策
に
助
言
す
る
。

 
 2)

  
訓
練
生
募
集
選
考
体
制
が
確
立
さ
れ
る
。

 
2)

-1
 

入
学
志
願
者
の
応
募
資
格
、
条
件
を
規
定
す
る
。

 
2)

-2
 

有
能
な
入
学
志
望
者
を
募
集
す
る
た
め
の
広
報
、
宣

伝
活
動
を
実
施
す
る
。

 
2)

-3
 

訓
練
生
の
募
集
、
選
考
を
実
施
す
る
。

 
2)

-4
 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
訓
練
コ
ー
ス
の
訓
練
生
募

集
・
選
考
関
連
の
活
動
に
つ
い
て
助
言
を
す
る
。

 
 3)

  
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
機
械
工
業
分
野
の
指
導
教

官
の
能
力
が
向
上
す
る
。

 
（
指
導
員
が
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
。
）

 
3)

-1
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
手
法
を
習
得
す
る
。

 
3)

-2
 

分
野
別
専
門
技
術
を
習
得
す
る
。

 
3)

-3
 

教
科
書
、
教
材
開
発
手
法
を
習
得
す
る
。

 
3)

-4
 

訓
練
技
法
を
習
得
す
る
。

 
3)

-5
 

講
義
準
備
手
法
を
習
得
す
る
。

 
3)

-6
 

コ
ー
ス
管
理
手
法
を
習
得
す
る
。

 
3)

-7
 

コ
ー
ス
評
価
手
法
を
習
得
す
る
。

 

4)
  

機
械
加
工
、
機
械
板
金
加
工
、
電
気
制
御
分
野
で
の
適
切
な
訓
練
が
、
短
期
、
長
期
訓
練

コ
ー
ス
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。

 
4)

-1
 

訓
練
コ
ー
ス

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

作
成

す
る

。
 

4)
-2

 
訓
練
コ
ー
ス
の
教
科
書
、
教
材
を
作
成
す
る
。

 
4)

-3
 

訓
練
コ
ー
ス
を
実
施
す
る
。

 
4)

-4
 

訓
練
コ
ー
ス
内
容
を
評
価
す
る
。

 
4)

-5
 

訓
練
コ
ー
ス
内
容
を
必
要
に
応
じ
改
訂
す
る
。

 
4)

-6
 

そ
の
他
、
技
術
移
転
に
必
要
な
教
材
を
作
成
す
る
。

 
 5)

  
適
切
な
施
設
、
機
材
、
設
備
が
設
置
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
。

 
5)

-1
 

機
材
、
施
設
を
調
達
し
、
設
置
す
る
。

 
5)

-2
 

施
設
、
設
備
、
機
材
を
管
理
し
、
保
守
す
る
。

 
 6)

  
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
組
織
、
人
事
、
財
政
が
適
切
に
運
営
さ
れ
る
。

 
6)

-1
 

必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
適
切
に
執
行
す
る
。

 
6)

-2
 

計
画
に
応
じ
た
適
正
な
人
員
を
確
保
す
る
。

 
6)

-3
 

定
期
的
に
管
理
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
。

 
6)

-4
 

自
立
発
展
的
に
組
織
を
企
画
運
営
す
る
。

 
6)

-5
 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
運
営
に
助
言
す
る
。

 

 



 

2002 年 8 月の中間評価時のPDM 改訂の要点は、次のとおり。（運営指導（中間評価）報告書による） 
 
改訂PDMの要点 
 既存の PDM は、プロジェクトの取り巻く状況が変改したことによる活動の追加や変更を反映した

ものになっていなかった。このため、中間評価調査においては、現行の PDM を踏襲しつつ、これま

で具体的に示されていなかった短期訓練を活動として追記するとともに、目標・成果・活動の表現及

び指標の一部に追加・修正を加えた。 
 
(1)プロジェクト目標 
 従来のプロジェクト目標に含まれている表現は、成果項目との重複があったため、一部重複部分を

削除した。また、プロジェクト目標はHIC の指導教官の養成だけでなく、訓練計画、該当する職業訓

練の企画運営を含む HIC の機械技術者養成能力の向上であることから、英文では[Training 
Capability for technical workers of Hanoi Industrial College is efficiently enhanced]とした。 
 
・英文修正前： 「The training capability of technical workers for the Hanoi Industrial College is 

efficiently enhanced in order to conduct and develop training courses (machinery 
processing, mechanical metal sheet processing and electric control) required for 
mechanical industries development of Vietnam.」 

・英文修正後： 「The training capability for technical workers of Hanoi Industrial College is 
efficiently enhanced.」 

・和文修正前： 「ハノイ工科短期大学(HIC)の機械技術者養成能力が向上し、ベトナム国における機

械工業分野の発展に適応した訓練コース（機械加工、機械板金加工、電気制御）が

開発され、かつ適正に実施される。」 
・和文修正後： 「ハノイ工科短期大学(HIC)の機械技術者養成能力が向上する。」 
 
(2) 上位目標 
 この上位目標には、①職業訓練能力の強化と、②技能労働者の技能の向上の 2 つの目標が含まれて

いる。本プロジェクトにおいてHIC の指導教官の指導能力の向上の結果、将来的に達成され得るのは

技能労働者の技能レベルの向上と考えられることから、上位目標を次のように修正した。 
 
・英文修正前： 「To strengthen vocational training in the field of mechanical industries in 

Vietnam and to increase the skills of technical workers.」 
・英文修正後： 「To improve the skills of technical workers in the field of mechanical industries 

in Vietnam.」 
・和文修正前： 「ベトナムの機械工業分野の職業訓練が強化され、技能労働者の技術が向上する。」 
・和文修正後： 「ベトナムの機械工業分野の技能労働者の技能レベルが向上する。」 
 
(3) 成果 
1)成果 1 については、オリジナルの PDM の成果と活動についてより妥当な表現となるように次のと

おり修正した。 
 
・英文修正前： 「Systematic vocational training is planned at the HIC.」 
・英文修正後： 「Vocational training program adapted to mechanical industrial needs is 

designed at the HIC.」 
・和文修正前： 「機械工業分野の体系だった訓練が計画される。」 
・和文修正後： 「機械工業分野のニーズに合った訓練計画が策定される。」 
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2)成果 4 については、短期職業訓練、長期職業訓練の活動をこの項目において評価、確認するため、

該当の訓練コースとして短期職業訓練、長期職業訓練を明示し、次のとおり修正した。 
 
・英文修正前： 「The appropriate training courses (machinery processing, mechanical metal 

sheet processing, electric control) are developed.」 
・英文修正後： 「The appropriate trainings in the field of machinery processing, mechanical 

metal  sheet processing, electric control are established as both short-term and 
long-term training courses.」 

・和文修正前： 「適切な訓練コース（機械加工、機械板金加工、電気制御）が開発、実施される。」 
・和文修正後： 「機械加工、金属加工、電気制御分野での適切な訓練が短期、長期訓練コースとし

て確立される。」 
 
3)成果 5 については、活動レベルと成果レベルを明確にするため、次のとおり表現を修正した。 
 
・英文修正前： 「Adequate facilities, machinery and equipment for training are prepared and 

become operational.」 
・英文修正後： 「Adequate facilities, machinery and equipment for training are prepared and 

effectively utilized.」 
・和文修正前： 「適切な施設、機材、設備が設置及び活用される。」 
・和文修正後： 「適切な施設、機材、設備が設置され、有効に活用される。」 
 
（4）活動 
1)成果 2 の活動に、次の項目を追加した。 
 
・英文： 「to advise recruitment and selection system and related activities on HIC training 

courses.」 
・和文： 「ハノイ工科短期大学の訓練コースの訓練生募集・選考関連の活動に助言をする。」 
 
2)成果 3 の活動のうち、3)-1 から 3)-7 の活動の表現を「指導する。」から「習得する。」に修正する。 
 
・英文修正前： 「To train instructors in both Vietnam and Japan on -------」 
・英文修正後： 「To acquire knowledge and skills on -----」 
・和文修正前： 「指導教官を以下の項目について、ベトナム及び日本において訓練する。」 
・和文修正後： 「指導教官が以下の項目について知識と技能を習得する。」 
 
3)成果 4 の活動に、次の項目を追加した。 
 
・英文： 「To develop other teaching materials needed for technical transfer.」 
・和文： 「その他、技術移転に必要な教材を作成する。」 
 
以上 
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３．評価グリッド 
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
：
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
機
械
技
術
者
養
成
計
画
終
了
時
評
価
調
査

 

5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
基
準
・

方
法

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

妥
当
性

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目

指
す
効
果
は
、
ベ
ト

ナ
ム
の
国
家
政
策
に

合
致
し
て
い
る
か
。

 
 

国
家

開
発

計
画

に
お

け
る
人
材
育
成
、
職
業

訓
練
の
位
置
付
け

 

・
20

01
-2

01
0
年
社

会
・
経
済
開
発
戦

略
、

 
・

20
01

-2
00

5
年
社

会
・
経
済
開
発

5
か
年
計
画

 

社
会
・
経
済
開
発
戦
略
が

10
年
ご
と
に
採
択
さ
れ
、
そ
の
実
施
の
た
め
に
社
会
・
開
発
計
画

5
か
年
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。
現
在
適
用
さ
れ
て
い
る
の
は

20
01
～

20
10

開
発
戦
略
お
よ
び

20
01

～
20

05
開
発

5
か
年
計
画
で
あ
る
。
人
材
育
成
や
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、「

20
01
‐

20
05

年
社

会
・
経
済
開
発

5
か
年
計
画
」
の
中
で
、「

全
国
全
て
の
地
域
に
職
業
訓
練
学
校
を
設
置
し
、
経
済

界
が
求
め
る
人
材
を
育
成
す
る
。」

と
あ
る
他
、
経
済
構
造
の
変
革
を
行
い
、
第
二
次
・
三
次
産
業

の
発
展
に
よ
り
、
雇
用
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
も
目
標
と
し
て
い
る
。

 
 
産
業
界
が
求
め
る
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
内
容
、
訓
練
方
法
を
高
い

能
力
レ
ベ
ル
の
労
働
力
を
輩
出
す
る
た
め
に
見
合
っ
た
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
学
校
へ
の
入
学
者
数
を
毎
年

7‐
8%

増
加
さ
せ
る
こ
と
も
目
標
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
職
業
訓
練
を
強
化
・
拡
大
さ
せ
、
短
期
の
職
業
訓
練
の
質
的
向
上
も
目
標
と
し
て
い
る
。

 
 
し
た
が
っ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
と
と
こ
ろ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
計
画
に
合
致
し

て
い
る
と
判
断
す
る
。

 
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ
の
選
定
は
妥
当
で

あ
っ
た
か
。

 

ハ
ノ

イ
工

科
短

期

大
学

の
協

力
内

容

に
対

す
る

ニ
ー

ズ

は
高
い
か
。

 

 
・
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大

学
(H

IC
)の

職
業
訓

練
校
と
し
て
の
位

置
付
け

 
・
工
科
短
期
大
学
の
職

員
の
認
識

 
・
企
業
の
認
識

 

・
既
存
資
料

 
・
工
科
短
期
大
学
の

職
員

(C
/P

) 
・
企
業
の
幹
部

 

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
は
、
政
府
が
実
施
し
て
い
る
技
術
教
育
・
職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

15
重
点
校
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て

A
D

B
等
が
支
援

し
て
い
る
。
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
は
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
も
最
大
級
の
教
育
訓
練
機
関
の
一

つ
で
あ
り
、
設
立
か
ら

10
0
年
以
上
と
い
う
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ノ
イ

校
短
期
大
学
は
、
職
業
訓
練
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
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タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル

ー
プ

の
規

模
は

適

切
か
。（

指
導
教
官
） 

 
・
指
導
教
官
数
と
職
業

訓
練
コ
ー
ス

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

績
 

・
H

IC
幹
部
、
指
導

教
官
（

C/
P）

、
専
門

家
 

現
時
点
の
分
野
別
の

C/
P
数
（
指
導
教
官
）
は
、
機
械
加
工

6
名
、
金
属
加
工

7
名
、
電
気
制

御
7
名
で
あ
る
。
計
画
当
初
の
目
標
と
し
た
人
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の

訓
練
生
定
員
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
、
か
な
り
の
頻
度
で
短
期
訓
練
コ
ー
ス
を
実
施
し
、
製
品

制
作
活
動
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
指
導
教
官
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

 

 
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル

ー
プ

の
規

模
は

適

切
か
。（

研
修
受
講

者
の
人
数
）

 

 
・
職
業
訓
練
コ
ー
ス
名

と
研
修
受
講
者
数

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

績
 

・
H

IC
幹
部
、
指
導

教
官
（

C/
P）

、
専
門

家
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
時
に
は
、
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
定
員
は
、
各
コ
ー
ス
１
学
年

20
名
で
、

計
60

名
で
あ
っ
た
が
、
中
間
評
価
時
に
は
、
各
コ
ー
ス
最
低

40
名
、
計

12
0
名
と
想
定
し
、
実

際
に
は
、
各
コ
ー
ス

80
名
、
計

24
0
名
と
な
っ
た
。
技
術
者
需
要
が
大
き
い
状
況
に
、
で
き
る
だ

け
対
処
し
よ
う
と
大
い
に
努
力
し
て
い
る
と
言
え
、
適
切
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。（

求
人
数
は
、

卒
業
予
定
者
数
の
２
倍
に
上
っ
て
い
る
。）

 
 

日
本
の
援
助
政
策
に

合
致
し
て
い
る
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
手
段
と

し
て
妥
当
か
。

 

援
助

重
点

課
題

と

の
関

連
性

は
あ

る

か
。

 

 
・
我
が
国
の
ベ
ト
ナ
ム

に
対
す
る
援
助
重

点
分
野

 

ベ
ト
ナ
ム
援
助
方
針

（
外
務
省
）

 
我
が
国
の
援
助
重
点
分
野
は
、
成
長
促
進
、
生
活
社
会
面
で
の
改
善
、
制
度
整
備
の
３
分
野
で

あ
る
。
こ
の
内
、
成
長
促
進
に
つ
い
て
は
、
投
資
環
境
整
備
、
中
小
企
業
・
民
間
セ
ク
タ
ー
振
興
、

経
済
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
成
長
を
支
え
る
人
材
育
成
、
国
営
企
業
改
革
の
各
セ
ク
タ
ー
が
重
点
と
な

っ
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
位
目
標
は
、
機
械
工
業
分
野
の
技
能
労
働
者
の
技
能
レ
ベ
ル

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「

成
長
を
支
え
る
人
材
育
成
」
と
い
う
援
助
重
点
課
題
と

整
合
性
が
あ
る
と
判
断
す
る
。

 
ま
た
、

20
03

年
12

月
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
共
同
で
、「

競
争
力
強
化
の
た
め
の
投
資
環
境
整
備

 



 

5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目
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項
目

 
判
断
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準
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ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

に
関
す
る
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
関
す
る
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

44
項
目
の
対
応
策
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
人
材
育
成
（

IT
人
材
、
職
業
訓
練
等
）
が
あ
り
、「

日
本
政
府
は
、

IT
人
材
養
成
、
職
業
訓
練
に
対
す
る
支
援
を
検
討
す
る
」
と
あ
る
。
我
が
国
の
政
策
と
整
合
性
が

あ
る
。

 
 

国
別

事
業

実
施

計

画
と

の
関

連
性

は

あ
る
か
。

 

 
・
職
業
訓
練
あ
る
い
は

高
等
教
育
分
野
の

位
置
付
け

 

国
別
事
業
実
施
計
画

(J
IC

A
) 

我
が
国
の
援
助
重
点
分
野
で
あ
る
、
成
長
促
進
、
生
活
社
会
面
で
の
改
善
、
制
度
整
備
の
３
つ

の
柱
が
あ
る
。
成
長
促
進
の
中
の
一
つ
の
重
点
事
項
に
、「

成
長
を
支
え
る
人
材
育
成
」
が
あ
り
、

次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「

高
等
教
育
の
う
ち
、
成
長
促
進
に
重
要
性
・
優
位
性
の
高
い
分

野
（
市
場
経
済
化
や
産
業
競
争
力
強
化
に
資
す
る
経
済
や
技
術
）
へ
の
支
援
、
日
本
の
事
情
に
通

じ
た
人
材
育
成
、
我
が
国
へ
の
留
学
生
に
係
る
支
援
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。
 
高
度
な
経
営
能

力
を
有
し
た
人
材
育
成
に
係
る
支
援
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
技
能
訓
練
の
普
及
、
企
業

化
精
神
を
持
っ
た
人
材
や
観
光
振
興
に
資
す
る
人
材
の
育
成
、
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
係
る
支

援
を
検
討
す
る
。」

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
機
械
産
業
界
に
必
要
な
人
材
育
成
の
た
め
の
技
能
訓
練
を
提
供
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、「

技
能
君
訓
練
の
普
及
」
と
言
う
点
で
、
整
合
性
が
あ
る
と
判
断
す
る
。

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
達

成
さ
れ
て
い
る
か
。

 
 

（
実
績
表
の
と
お
り
）

・（
実
績
表
の
と
お

り
）

 
（
実
績
表
の
と
お
り
）

 

短
期

訓
練

や
長

期

訓
練

へ
の

受
講

希

望
者
数
は
、
増
加
し

て
い
る
か
。

 

 
・
受
講
希
望
者
数
の
推

移
 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

記
録

 
(1

) 
長
期
訓
練
コ
ー
ス
へ
の
応
募
者
数
の
推
移
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

 
コ
ー
ス
名

 
 

 
20

02
年

20
03

年
20

04
年

 
機
械
加
工

 
25

9 
 

56
6

 
金
属
加
工

 
17

1 
 

23
4

 
電
気
制
御

 
32

7 
 

55
8

 
計

 
75

7 
 

1,
35

8
約

1,
30

0 
定
員
数
は

24
0
名
で
あ
る
。
５
倍
の
応
募
者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
長
期
訓
練

コ
ー
ス
の
評
判
が
良
い
こ
と
が
解
る
。

 
(2

) 
短
期
訓
練
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

20
01

年
7
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

20
04

年
8
月
ま
で
に

74
回
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
総
数
は
、
約

1,
30

0
人
で
、
そ
の
内
訳
は
、
企
業
で
働
く
労
働
者
が
約

84
0
人
、
他
の
職
業
訓
練
校
の
指
導
教
官
が
約

46
0
人
で
あ
る
。

 
短
期
訓
練
コ
ー
ス
は
、
基
礎
コ
ー
ス
と
し
て

21
種
類
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

他
に
も
、
企
業
な
ど
か
ら
の
注
文
に
よ
っ
て
研
修
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
行
う
こ
と
も
実
施
し
て
い

る
。
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔
軟
に
コ
ー
ス
設
定
及
び
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
評
価
す

べ
き
も
の
と
考
え
る
。

 

有
効
性

 
（
予
測
）

 工
科
短
期
大
学
が
質

の
高
い
職
業
訓
練
を

提
供
し
て
い
る
か
。

長
期

訓
練

コ
ー

ス

の
受

講
生

の
就

職

内
定

者
数

や
就

職

予
定
先
。

 

 
・
就
職
内
定
者
数
や
就

職
予
定
先

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

記
録

 
第
１
回
目
の
学
生
約

23
0
人
が

20
04

年
9
月
に
卒
業
す
る
予
定
で
あ
り
、
求
人
数
は
、

45
0
人

で
、
約
２
倍
の
求
人
率
と
な
っ
て
い
る
。
就
職
予
定
先
と
し
て
は
、
ハ
ノ
イ
近
郊
の
日
系
企
業
や

ベ
ト
ナ
ム
企
業
が
主
で
あ
る
、
な
お
、
評
価
調
査
時
点
で
は
、
ま
だ
就
職
先
内
定
に
つ
い
て
は
流

動
的
で
あ
り
、
正
確
な
数
値
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
卒
業
予
定
者
の
大
半
が
職
を
得

ら
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
般
的
に
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
、
大
半
の

卒
業
生
が
職
を
得
る
と
言
う
こ
と
は
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
就
職
斡
旋
活

動
を
行
っ
て
い
る
成
果
で
も
あ
る
が
、
ま
た
、
企
業
側
の
期
待
が
高
い
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
。
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目
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ー
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報
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調
査
結
果

 

短
期

訓
練

及
び

長

期
訓

練
の

受
講

者

の
訓

練
に

対
す

る

満
足
度
は
高
い
か
。

  
・
満
足
度

 
・
現
在
及
び
過
去
の

受
講
生

 
短
期
訓
練
コ
ー
ス
を
実
施
し
た
当
初
は
、
訓
練
コ
ー
ス
毎
に
受
講
者
に
よ
る
訓
練
コ
ー
ス
評
価

を
実
施
し
て
い
た
。
受
講
者
の
研
修
コ
ー
ス
に
対
す
る
満
足
度
は
、
高
い
。
ま
た
、
今
回
の
評
価

調
査
で
、
短
期
訓
練
を
受
講
し
た
労
働
者
が
勤
務
す
る
企
業
を
訪
問
し
、
受
講
者
と
企
業
の
関
係

者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
結
果
で
も
、
受
講
者
の
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
解
っ
た
。
た
だ
し
、

一
部
の
受
講
者
か
ら
は
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
の
訓
練
を
希
望
す
る
例
も
あ
っ
た
。

 

 
 

短
期

訓
練

の
受

講

者
が

勤
務

す
る

企

業
の
満
足
度

 

 
・
満
足
度

 
・
企
業
幹
部

 
今
回
の
評
価
調
査
で
、
短
期
訓
練
を
受
講
し
た
労
働
者
が
勤
務
す
る
企
業
を
訪
問
し
、
企
業
の

関
係
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
結
果
で
は
、
短
期
訓
練
に
対
す
る
満
足
度
は
良
好
な
も
の
で

あ
っ
た
。

 
機

械
工

業
分

野
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た

訓
練

内
容

と
な

っ

て
い
る
か
。

 

 
・
機
械
工
業
界
の
ニ
ー

ズ
と
訓
練
内
容
と

の
整
合
性

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
機
械
工
業
界
ニ
ー

ズ
分
析
報
告
書
、

訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
 

・
C/

P、
専
門
家
、
企

業
に
勤
務
す
る
受

講
者

 

短
期
訓
練
は
、
科
目
な
ど
に
よ
り
、
整
合
性
の
高
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
企
業

な
ど
か
ら
注
文
を
受
け
て
行
う
訓
練
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
行
う
た
め
、
整
合
性
が
極
め

て
高
い
。

 
長
期
訓
練
の
場
合
、

2
年
間
で
必
要
な
技
術
能
力
、
就
労
態
度
を
身
に
付
け
さ
せ
て
お
り
、
技
術

レ
ベ
ル
は
、
生
産
活
動
に
従
事
さ
せ
て
い
る
こ
と
と
も
相
ま
っ
て

2
年
生
の
あ
る
時
期
か
ら
は
急

激
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
就
労
態
度
に
つ
い
て
も
、
生
産
活
動
に
従
事

さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、

2
年
生
の
卒
業
間
近
に
は
、
入
学
時
や

1
年
生
の
頃
よ
り
大
い
に
良
く
な
っ
て
い
る
。
企
業
に
入
っ
て
も
特
殊
な
技
術
を
要
す
る
場
合
を
除

き
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
も
の
と
期
待
で
き
る
が
、
最
終
的
に
は
採
用
す
る
企
業
の
評
価

を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

 
指
導
教
官
（

C/
P）

の
能

力
向

上
は

貢

献
し
て
い
る
か
。

 

 
・
技
術
移
転
を
受
け
た

C/
P
の
人
数
、
従
事

期
間

 
・
専
門
家
及
び

C/
P
の

意
見

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

記
録

 
・
専
門
家
、

C/
P 

指
導
教
官
数
は
、
機
械
加
工
部
門
に

6
名
（

4
名
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
か
ら
の

C/
P
で
、

2
名
は

20
02

年
10

月
に

C/
P
と
な
っ
た
）、

金
属
加
工
部
門
に

7
名
（

5
名
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
か
ら
の

C/
P
で
、

2
名
が

20
02

年
8
月
及
び

12
月
に

C/
P
と
な
っ
た
）、

電
気
制
御
部
門
に

7
名
（

3
名
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
か
ら
の

C/
P
で
、

4
名
は

20
02

年
8
月
以
降
に

C/
P
と
な
っ

た
）。

 
20

04
年
度
に
到
着
し
た
機
材
の
据
付
や
技
術
移
転
が
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
や
一
部
若

手
C/

P
の
訓
練
管
理
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
若
干
の
問
題
は
残
し
て
い
る
が
、
基
本
的

に
は

C/
P
た
ち
の
技
術
能
力
、
管
理
能
力
な
ど
は
十
分
独
立
し
て
実
施
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て

お
り
、
人
に
よ
っ
て
は
十
分
専
門
家
と
し
て
派
遣
で
き
る
レ
ベ
ル
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
今
後

実
施
予
定
な
の
は
、
引
き
続
き
生
産
活
動
を
通
じ
て
、
財
務
的
な
基
盤
を
確
立
し
、
必
要
な
機
材

を
自
ら
購
入
し
、
活
用
す
る
こ
と
、
学
生
た
ち
が
卒
業
後
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
、
前
記
の
若
干
の
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

 
既
に
短
期
訓
練
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
は
、
全
て

C/
P
に
移
転
し
て
お
り
、

C/
P
だ
け
で
全
て
実

施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
短
期
訓
練
に
つ
い
て
は
、
指
導
教
官
の
指
導
能
力
向
上
が
十
分
図

ら
れ
て
い
る
。

 
総
体
と
し
て
、
指
導
教
官
の
能
力
向
上
レ
ベ
ル
は
高
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達

成
に
貢
献
し
て
い
る

か
。

 

適
切

に
施

設
や

機

材
が

活
用

さ
れ

て

い
る
か
。

 

 
・
職
業
訓
練
等
に
使
用

さ
れ
て
い
る
機
材

等
の
種
類
と
頻
度

 

・
機
材
管
理
記
録

 
・

C/
P、

専
門
家

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
ベ
ト
ナ
ム
側
予
算
に
よ
り

6
階
建
て
の
校
舎
が
新
設
さ
れ
た
（

20
01

年
）。

こ
の
校
舎
の

1
階
と

2
階
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
議
室
、

C/
P
と
日
本
人
専
門
家
の
事
務

室
、
学
生
の
実
習
室
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
そ
こ
の
日
本
側
が
調
達
し
た
機
材
や
ベ
ト
ナ
ム
側

 



 

5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
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ー
タ

 
情
報
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調
査
結
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が
調
達
し
た
設
備
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

 
機
械
類
は
、
長
期
訓
練
、
短
期
訓
練
、
生
産
活
動
の
た
め
に
、
一
部
の
機
械
を
除
い
て
、
フ
ル
活

動
し
て
い
る
。
な
お
機
械
類
は
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
メ
ン
テ
の
頻
度
は
、

機
械
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
必
要
と
す
る
程
度
に
よ
り
こ
と
な
る
が
、
そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
行

わ
れ
て
い
る
。

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

以

外
に

貢
献

し
た

要

因
は
あ
る
か
。

 

 
関
係
者
の
意
見

 
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

情

報
 

・
C/

P、
専
門
家

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書

 

特
に
な
し
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

達
成
を
阻
害
し
た
要

因
は
あ
る
か
。

 

C/
P
の
移
動
・
離
職

に
よ

る
影

響
は

あ

っ
た
か
。

 

 
離
職
率
、
離
職
理
由

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

記
録

 
・

C/
P、

専
門
家

 

校
長
や
副
校
長
の
退
職
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
、
金
属
加
工
部
門
の

C/
P１

名
の
退
職
（
家
業
を

継
ぐ
た
め
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
海
外
留
学
準
備
の
た
め
に

C/
P
か
ら
は
ず
れ
た
者
が
１
名
い
る
。

こ
れ
ら
の
退
職
に
よ
り
悪
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら

20
02

年
8
月
ま
で
は
、

C/
P
は
他
の
業
務
と
の
兼
任
で
あ
っ

た
こ
と
で
円
滑
な
技
術
移
転
を
行
う
に
は
時
間
的
制
約
が
あ
り
、
ま
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参

加
が
積
極
的
で
な
い

C/
P
が
含
ま
れ
て
い
た
り
し
た
。

20
02

年
８
月
以
降
は
、

C/
P
の
専
任
化
と

新
規
の

C/
P
の
配
置
を
行
っ
た
こ
と
で
、
順
調
に
進
捗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
 

そ
の

他
の

影
響

は

あ
る
か
。

 
 

関
係
者
の
意
見

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書

 
・

C/
P、

専
門
家

 

貢
献
要
因
：

 
(1

)プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後

1、
2
年
は
色
々
問
題
も
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は

C/
P
た
ち
が
意
欲
的

に
仕
事
を
行
い
、
ま
た
技
術
習
得
意
欲
が
高
い
こ
と
。

 
(2

)学
生
、
特
に

2
年
生
の
多
く
が
高
い
就
学
意
欲
と
技
術
習
得
意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。（

生
産

活
動
へ
の
参
加
が
良
い
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
）

 
阻
害
要
因
：

 
(1

) H
IC

の
管
理
部
門
の
手
続
等
の
煩
雑
さ
や
迅
速
な
対
応
能
力
の
低
さ
。

 

(2
)中

央
政
府
機
関
な
ど
の
物
作
り
や
技
術
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
能
力
や
対
応
能
力
の
低

さ
、
方
向
性
の
違
い
、
手
続
の
煩
雑
さ
や
遅
さ
な
ど
。

 
(3

)政
府
機
関
や
地
域
社
会
が
全
体
と
し
て
、
技
能
を
軽
視
す
る
姿
勢
。

 
(4

)機
械
工
業
技
術
の
発
展
に
関
し
、
職
業
訓
練
総
局
の
積
極
性
が
欠
け
る
。

 
専
門
家
派
遣
人
数
、

専
門
分
野
・
能
力
、

派
遣
時
期
・
期
間
は

適
切
か
。

 

 
・
派
遣
実
績

 
・
専
門
家
の
働
き
ぶ
り

・
関
係
者
の
意
見

 

・
実
績
表

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書

 
・

C/
P、

専
門
家

 

質
問
票
調
査
結
果
か
ら
は
、
日
本
人
専
門
家
の
派
遣
は
、
ほ
ぼ
適
切
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、

C/
P
へ
の
技
術
移
転
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
信

頼
関
係
が
築
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
あ
う
。
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
当
該
分
野
の
技
術
力
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
。

 
供
与
機
材
の
種
類
、

量
、
設
置
時
期
は
適

切
か
。

 

 
・
機
材
供
与
実
績

 
・
機
材
利
用
状
況

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
実
績
表

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書

 
・

C/
P、

専
門
家

 

質
問
評
価
調
査
結
果
か
ら
は
、
機
材
供
与
は
適
切
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

 
た
だ
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
約
１
年
間
は
、
機
材
が
な
く
、

C/
P
へ
の
技
術
移
転
を
机
上
で

行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
あ
る
。

 

効
率
性

 
達
成
さ
れ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
か
ら
み
て
、

投
入
の
質
・
量
・
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切

か
。

 

研
修

員
受

け
入

れ

人
数
、
研
修
内
容
、

研
修
期
間
、
受
け
入

 
・
研
修
員
受
け
入
れ
実

績
 

・
関
係
者
の
意
見

 

・
研
修
員
受
入
実
績

表
 

・
C/

P、
専
門
家

 

当
初
計
画
の

15
倍
の

23
名
の

C/
P
が
日
本
で
の
研
修
を
受
講
し
て
い
る
。
質
問
票
調
査
結
果

か
ら
は
、
適
切
な
研
修
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
受
講
者
は
、
研
修
内
容
に
つ
い

て
、
多
様
な
科
目
に
つ
い
て
学
習
す
る
よ
り
も
、
あ
る
科
目
に
つ
い
て
よ
り
深
く
、
よ
り
長
く
学
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5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
基
準
・

方
法

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

れ
時
期
は
適
切
か
。

 
習
で
き
れ
ば
な
お
、
良
か
っ
た
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

 
C/

P
の
人
数
、
配
置

時
期
、
能
力
は
適
切

か
。

 

 
・

C/
P
配
置
状
況

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P
配
置
実
績
表

・
C/

P、
専
門
家

 
ほ
ぼ
計
画
通
り
の
人
数
の

C/
P
が
配
置
さ
れ
た
。
質
問
票
調
査
結
果
か
ら
は
、
適
切
な
も
の
で

あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
日
本
人
専
門
家
は
、
現

状
規
模
の
長
期
訓
練
コ
ー
ス
と
短
期
訓
練
コ
ー
ス
を
実
施
す
る
に
は
、
必
要
な
人
数
の
指
導
教
官

が
配
置
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
指
導
教
官
が
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
、

C/
P
の
意
見
で
も
、
現
在
の

C/
P
の
投
入
量
は
適
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

 
建
物
・
施
設
の
質
、

規
模
、
利
便
性
は
適

切
か
。

 

 
・
建
物
、
施
設
の
現
状

・
関
係
者
の
意
見

 
・
施
設
・
機
材
配
置

状
況

 
・

C/
P、

専
門
家

 

質
問
票
調
査
結
果
か
ら
は
、
適
切
な
施
設
（
実
習
室
な
ど
）
や
機
械
類
の
投
入
は
適
切
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。
長
期
訓
練
コ
ー
ス
は
、
１
日
２
部
制
で
実
施
さ
れ
、
午
前
と
午
後
と
効
率
的
に

施
設
と
機
材
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 
ベ

ト
ナ

ム
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算

は
適
切
な
規
模
か
。

  
・
相
手
側
コ
ス
ト
負
担

実
績

 
・
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大

学
の
年
間
予
算

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
コ
ス
ト
負
担
実
績

デ
ー
タ

 
・

H
IC

デ
ー
タ

 
・

C/
P、

専
門
家

 

質
問
票
調
査
結
果
か
ら
は
、
適
切
な
投
入
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聞
き
取
り
し
た

範
囲
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
予
算
支
出
に
つ
い
て
、
不
満
を
述
べ
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
な
お
、

ミ
ニ
ッ
ツ
の

A
nn

ex
 V

に
示
し
た
と
お
り
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
全
体
予
算
で
は
、
政
府
か
ら

の
補
助
金
の
占
め
る
比
率
が
年
々
減
少
し
、

20
04

年
で
は

20
%
と
な
り
、
残
り

80
%
は
、
授
業
料

収
入
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
予
算
負
担
能
力
は
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

 

 
 

C/
P

の
能

力
向

上

が
貢

献
し

て
い

る

か
。

 

 
・
技
術
移
転
を
受
け
た

C/
P
の
割
合

 
・
専
門
家
の
意
見

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書
他

 
・
専
門
家

 

ほ
と
ん
ど
の
専
任
の

C/
P
は
、
技
術
移
転
を
受
け
、
指
導
教
官
と
し
て
必
要
な
能
力
を
身
に
つ

け
て
い
る
こ
と
、
短
期
訓
練
は
、

C/
P
だ
け
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性
を
高
め
る
上
で
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
る
。

 
合

同
調

整
委

員
会

は
、
適
切
に
機
能
し

た
か
。

 

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書
、
合
同

調
整
委
員
会
議
事

録
 

・
C/

P、
専
門
家

 

20
00

年
10

月
に
一
度
開
催
し
て
以
来
開
い
て
い
な
い
。

20
01

年
9
月
頃
に
第

2
回
を
開
こ
う

と
考
え
ら
れ
た
が
、

JI
CA

な
ど
日
本
側
と
の
調
整
が
出
来
ず
、
開
け
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
中

間
評
価
時
の
委
員
会
で
も
ベ
ト
ナ
ム
関
係
省
庁
か
ら
の
出
席
者
が
少
な
く
、
議
論
内
容
に
つ
い
て

も
意
味
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
人
専
門
家
の
判
断
と
し
て
は
、
開
催
す
る
必
要
性
は

な
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
側
も
、
合
同
調
整
委
員
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
悪
影
響
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

 
な
お
、
本
評
価
調
査
時
に
は
、
第
２
回
目
の
合
同
調
整
委
員
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

成
果
に
つ
い
て
ベ
ト
ナ
ム
側

C/
P
か
ら
発
表
が
行
わ
れ
、
ま
た
本
終
了
時
評
価
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
関
係
省
庁
か
ら
は
、
工
業
省
、
職
業
訓
練
総
局
等
か
ら
の
出
席
が
あ

っ
た
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
は
適
切

で
あ
っ
た
か
。

 

月
例

会
議

あ
る

い

は
毎
週
の
会
議
は
、

適
切

に
機

能
し

た

か
。

 

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書

 
・

C/
P、

専
門
家

 

毎
週
月
曜
日
に
定
例
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
、

H
IC

副
校
長
、
日
本
人
専
門
家
、

C/
P
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
進
捗
状
況
の
把
握
や
共
通
の
認
識
や
方
向
性
を
持
た
せ
る
意

味
で
は
大
変
役
に
立
っ
て
い
る
。

 

C/
P
の
定
着
度
は
、

良
好
か
。

 
 

・
C/

P
の
当
初
の
配
置

と
現
状
と
の
比
較

 
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書
、
そ
の

他
資
料

 

C/
P
が
専
任
化
さ
れ
た

20
02

年
8
月
以
降
、
す
べ
て
の

C/
P
が
継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

C/
P

や
日
本
人
専
門
家
か
ら
聞
き
取
り
し
た
範
囲
で
は
、

C/
P
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
継
続
し
て
勤

務
す
る
意
向
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
の

C/
P
の
構
成
が
今
後
も
引
き
続
き
維
持
さ
れ
る

か
ど
う
か
が
課
題
で
あ
り
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
中
で
分
割
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
機
能

を
十
分
発
揮
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
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効
率
性
を
阻
害
し
た

要
因
は
あ
る
か
。
貢

献
し
た
要
因
は
あ
る

か
。

 

そ
の

他
の

要
因

は

あ
る
か
。

 
 

・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P、

専
門
家

 
貢
献
要
因
：

 
(1

) C
/P

の
意
欲
の
高
さ

 

 



 

5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
基
準
・

方
法

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

 
 

(2
) 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
が
経
費
負
担
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
行
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
。

 
阻
害
要
因
：

 
(1

) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
外
の
管
理
部
門
の
手
続
の
煩
雑
さ
、
対
応
能
力
の
低
さ
、
対
応
の
遅
さ
。

 
(2

) C
/P

以
外
の
指
導
教
官
の
対
応
が
鈍
い
こ
と
。

 
上
位
目
標「

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
機
械
工
業

分
野
の
技
能
労
働
者
の
技
能
レ
ベ
ル
が
向

上
す
る
。
」
が
達
成
さ
れ
る
見
込
み
は
あ
る

か
。

 

職
業

訓
練

を

修
了

し
た

機

械
技

術
者

の

増
加
数

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
記

録
（
短
期
訓
練
及
び

長
期
訓
練
）

 

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
約

84
0
名
の
企
業
で
働
く
技
術
者
が
短
期
の
職
業
訓
練
を
受
講
し

た
。

 

ハ
ノ

イ
工

科
短

期

大
学

の
他

の
訓

練

コ
ー

ス
の

指
導

員

の
能

力
向

上
は

あ

る
か
。

 

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P、

専
門
家

 
日
本
人
専
門
家
や

C/
P
に
対
す
る
質
問
票
並
び
に
聞
き
取
り
調
査
か
ら
は
、
あ
ま
り
他
の
訓
練

コ
ー
ス
の
指
導
教
官
の
能
力
向
上
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
他
の
訓
練
コ
ー
ス
の
指
導
教
官
を
含
め
た
研
修
を
短
期
訓
練
と
し
て
実

施
し
た
が
、
参
加
者
数
は
少
な
く
、
あ
ま
り
意
欲
が
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。
基
本
的
に
、
理
論

重
視
で
、
実
技
を
重
視
し
な
い
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
同
じ
給
料
で
あ
る
な
ら
ば
、
よ
け
い
な
仕
事

は
し
た
く
な
い
と
い
う
考
え
方
を
多
く
の
指
導
教
官
が
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
波
及
効
果
を
生
じ

な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
模
様
。

 
ハ

ノ
イ

工
科

短
期

大
学

の
他

の
訓

練

コ
ー

ス
の

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
や

教
材

の

改
善

に
良

い
影

響

を
与
え
た
か
。

 

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P、

専
門
家

 
無
し

 

製
品

の
製

作
に

よ

る
、

H
IC

の
財
政
面

へ
の

良
い

影
響

は

あ
っ
た
か
。

 

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・

H
IC

幹
部
職
員
、

C/
P、

専
門
家

 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
話
で
は
、
財
政
面
よ
り
は
、
学
生
の
能
力
向
上
面
で
の
効
果
が
高
い

と
の
こ
と
。

 
な
お
、
財
政
面
で
は
、
利
益
を
今
後
の
機
械
購
入
や
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
購
入
に
充
て
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
ま
だ
金
額
的
に
は
多
く
な
い
が
、
さ
ら
に
生
産
活
動
を
拡
大
す
る

こ
と
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
訓
練
コ
ー
ス
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
寄
与
す
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

イ
ン

パ

ク
ト
（
予

測
）

 

そ
の
他
の
波
及
効
果

は
あ
る
か
。

 

製
品

の
製

作
に

よ

る
、
そ
の
他
の
効
果

は
何
か
。

 

 
 

 
製
品
制
作
活
動
の
効
果

 
第
１
位
：
学
生
達
の
モ
ラ
ル
の
向
上
、
作
業
態
度
の
確
立

 
第
２
位
：
教
員
の
応
用
技
術
訓
練
能
力
の
向
上
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
訓
練
の
展
開

 
第
３
位
：
地
場
工
業
の
発
展
へ
の
貢
献

 
学
生
た
ち
は
、
製
品
作
り
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
が
学
ぶ
技
術
の
意
味
を
理
解
し
、
意
欲
的
に

技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
作
業
へ
の
集
中
度
の
高
ま
り
、
品
質
に
対
す
る
意
識
、
時

間
外
労
働
や
休
日
労
働
を
含
め
た
様
々
な
条
件
下
で
就
労
で
き
る
体
制
を
整
え
、
ま
た
、
様
々
な

製
品
を
加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
応
用
技
術
に
柔
軟
に
対
応
し
、
ま
た
、
技
術
レ
ベ
ル
の

向
上
が
図
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
機
械
加
工
科
の

2
年
生
は
、
図
面
か
ら
直
接
加
工
で
き
る
レ
ベ
ル

に
な
っ
て
い
る
が
、
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
同
学
年
の
学
生
で
は
そ
の
レ
ベ
ル
に
は
到
達
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
か
ら
卒
業
後
先
ず
図
面
を
読
む
訓
練
を
し
た
い
と
い
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5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
基
準
・

方
法

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

う
話
が
あ
り
、

JI
CA

-H
IC

コ
ー
ス
の

2
年
生
は
図
面
か
ら
直
接
加
工
で
き
る
と
い
う
説
明
を
す
る

と
、
企
業
の
人
の
方
が
驚
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

 
 

C/
P
は
、
企
業
関
係
者
と
商
談
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
が
身
に
つ
く
と

と
も
に
、
企
業
が
必
要
と
す
る
も
の
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、
そ
の
こ
と
が
訓
練
に
反
映
し
て

い
る
。
ま
た
、
製
品
加
工
は
応
用
技
術
で
あ
る
た
め
、
応
用
技
術
を
教
え
る
能
力
を
高
め
て
い
る
。 

ま
た
、
企
業
関
係
者
が
多
数
来
訪
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
実
習
を
見
て
、
卒
業
生
を
採
用

し
た
い
と
い
う
話
を
す
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。
今
回
出
さ
れ
た
求
人
企
業
の
半
数
以
上
は
、
過

去
何
ら
か
の
製
品
加
工
の
注
文
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
企
業
で
あ
る
。

 
民

間
企

業
等

の
発

展
に

寄
与

す
る

支

援
や

サ
ー

ビ
ス

を

提
供
し
て
い
る
か
。

  
・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P、

専
門
家
、
民

間
企
業

 
生
産
活
動
の
効
果
と
し
て
、
外
資
企
業
な
ど
で
は
、
こ
れ
ま
で
輸
入
な
ど
で
調
達
し
て
い
た

JI
G

や
装
置
な
ど
を
現
地
で
加
工
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
企
業
な
ど
で

は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
加
工
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
品
質
の
高
い
製
品
を

供
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
製
品
加
工
の
一
部
に
組
み
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
受
注
増
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

 

 
 

 
そ
の
他
の
影
響
（
正

負
）
は
あ
る
か
。

 
 

・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P、

専
門
家

C/
P
が
、
工
業
省
に
対
し
て
、
訓
練
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
る
。

 

職
業
訓
練
あ
る
い
は

技
術
教
育
に
お
け
る

H
IC

の
位
置
付
け
は

明
確
か
。

 

 
 

関
係

政
府

機
関

に
よ

る
支
援
（
政
策
面
や
財

政
面
）
の
継
続
性

 
工

業
界

と
の

連
携

状

況
 

・
関
連
政
府
機
関

 
・
工
業
界

 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
は
、
政
府
が
実
施
し
て
い
る
技
術
教
育
・
職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

15
重
点
校
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
学
化
す
べ
き
学
校
の
リ
ス
ト
に
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
府
は
す
で
に
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
拡
張
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
承
認
し
、
新
規
の
校
舎
、
図
書
館
、
学
生
寮
等
の
新
規
建
設
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
校
舎
の
建

築
設
計
が
開
始
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
関
連
省
庁
（
工
業
省
、
投
資
計
画
省
、
教
育
訓

練
省
、
労
働
傷
病
兵
社
会
問
題
省
）
は
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
を
実
技
重
点
の
職
業
訓
練
機
関

と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
制
度
的
自
立
発
展
性
は
高
い
と

判
断
す
る
。

 

自
立

発

展
性
（
見

込
み
）

 

事
業
を
継
続
す
る
だ

け
の

能
力

が
組

織

（
H

IC
）
に
備
わ
っ
て

い
る
か
。

 

H
IC

に
運

営
管

理

能
力

は
備

わ
っ

て

い
る
か
。

 

 
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、

定
着
状
況

 
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制

の
定
着
状
況

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
ス
タ
ッ
フ
配
置
状

況
 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
 

・
C/

P、
専
門
家

 

こ
れ
ま
で
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
当
局
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
予
算
支
出
や
運
営

管
理
を
要
項
に
実
施
し
て
き
た
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
作
り
上
げ
た
長
期
訓
練
コ
ー
ス
や
短
期
訓
練
コ
ー
ス
を
良
好
に
運
営
管
理
す
る
能
力
が

備
わ
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
。
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
定
員
を

24
0
名
か
ら

36
0
名
に
拡
大
す
る
案

も
検
討
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
必
要
は
、
指
導
教
官
の
増
員
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
適
切
な
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
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5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
基
準
・

方
法

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

財
務

状
況

は
良

好

か
。

 
 

・
H

IC
の
財
政
状
況

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・
予
算
記
録

 
・

C/
P、

専
門
家

 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
年
間
予
算
額
の
推
移
と
構
成
は
下
表
の
と
お
り
。 （

単
位
：
百
万

D
on

g）
 

 
20

00
年

 
 

 
 

20
01

年
20

02
年

20
03

年
20

04
年

 
学
費

 
8,

96
2

18
,0

00
30

,0
00

33
,8

37
36

,0
00

 
補
助
金

 
7,

59
4

7,
90

9
8,

10
0

8,
87

4
9,

00
0 

総
額

 
16

,5
56

25
,9

09
38

,1
00

42
,7

11
45

,0
00

 
補
助
金
率

45
.9

30
.5

21
.3

20
.8

20
.0

 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
予
算
は
、
授
業
料
収
入
と
政
府
か
ら
の
補
助
金
収
入
で
賄
わ
れ
て
い

る
。

20
04

年
の
場
合
、
授
業
料
収
入
が
占
め
る
割
合
が

80
%
で
、
補
助
金
収
入
の
割
合
は

20
%
と

な
っ
て
い
る
。
補
助
金
の
比
率
は
徐
々
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。

 
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
予
算
支
出
実
績
は
下
表
の
通
り
。

 
（
単
位
：
百
万

D
on

g）
 

20
00

年
 

 
 

 
20

01
年

20
02

年
20

03
年

20
04

年
 

計
 

29
2 

 
 

 
 

 
42

9
88

0
1,

66
4

47
5

3,
74

0
注
：

20
04

年
の
数
値
は
、
第
一
四
半
期
分
の
み
。

 
 関
係
者
の
意
見
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

JI
CA
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コ
ー
ス
は
、
他
の
コ
ー
ス
よ

り
も
は
る
か
に
学
費
が
高
く
、
む
し
ろ
も
っ
と
引
き
上
げ
て
も
よ
い
と
の
議
論
が
あ
り
、
学
生
の

応
募
者
が
確
保
さ
れ
る
限
り
問
題
な
い
。
ま
た
、
短
期
訓
練
の
収
入
も
あ
る
。
こ
れ
に
生
産
活
動

で
上
が
っ
た
収
益
を
設
備
投
資
な
ど
に
活
用
す
れ
ば
、
予
算
面
で
問
題
は
少
な
い
。

 
自

主
財

源
確

保
の

た
め

の
取

組
は

順

調
か
。

 

 
・
自
主
財
源
確
保
状
況

（
授

業
料

、
製

品
製

作
）

 
・
関
係
者
の
意
見

 

・
授
業
料
、
製
品
製

作
に
よ
る
収
入
の

記
録

 
・

C/
P、

専
門
家

 

授
業
料
収
入
や
生
産
活
動
に
よ
る
収
入
に
関
す
る
詳
細
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
一
部
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
生
産
活
動
（

20
03

年
7
月
か
ら

20
04

年
9
月
上
旬
ま
で
）

に
よ
る
収
入
額
が
、
約

17
億
ド
ン
（
約

1,
10

0
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
の
程
度
、

利
益
を
上
げ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
解
ら
な
い
が
、
一
定
の
貢
献
度
は
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
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企
業

と
の

良
好

な

連
携
を
継
続
・
発
展

さ
せ

る
能

力
が

備

わ
っ
て
い
る
か
。

 

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P、

専
門
家

 
現
在
の

C/
P
が
存
続
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
企
業
と
の
関
係
は
引
き
続
き
対
応
で
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
系
企
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
企
業
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ

ッ
フ
が
育
っ
て
お
ら
ず
、
日
本
人
管
理
者
が
対
応
し
て
い
る
実
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

企
業
向
け
に
日
本
語
の
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
が
望
ま
れ
て
い
る
。

 
C/

P
に
、
同
じ
訓
練

コ
ー

ス
の

他
の

指

導
員

の
指

導
能

力

を
向

上
さ

せ
る

た

め
に

必
要

な
知

識

技
能

が
身

に
付

い

た
か
。

 

 
・
能
力
を
身
に
つ
け
た

C/
P
の
人
数

 
・
専
門
家
の
意
見

 
・

C/
P
に
よ
る
自
己
評

価
結
果

 

・
専
門
家

 
・

C/
P 

ほ
と
ん
ど
の

C/
P
に
他
の
指
導
教
官
を
育
成
す
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
新
規
の
教

員
が
採
用
さ
れ
た
場
合
で
も
、
指
導
教
官
と
し
て
育
成
す
る
能
力
が
あ
る
。

 
 

移
転
さ
れ
た
技
術
は

定
着
し
て
い
く
か
。

移
転

さ
れ

た
技

術

は
、
他
の
訓
練
コ
ー

ス
に

普
及

し
て

い

く
か
。（

指
導
方
法

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・

C/
P、

専
門
家

 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の
他
の
訓
練
コ
ー
ス
の
教
員
の
技
術
習
得
意
欲
の
低
さ
か
ら
判
断
し
て

難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
や
る
気
の
な
い
人
間
に
は
何
を
や
っ
て
も
無
駄
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
一
方
、
他
の
職
業
訓
練
校
の
教
員
で
短
期
訓
練
を
受
講
し
た
教
員
の
中
に
は
、
訓
練
で
身
に

付
け
た
技
術
な
ど
を
活
か
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

 



 

5
項
目

 
評
価
設
問

 
そ
の
他

 
大
項
目

 
小
項
目

 
判
断
基
準
・

方
法

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

な
ど
）

 
 

 
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ

て
い
る
か
。

 

 
・
保
守
管
理
状
況

 
・
関
係
者
の
意
見

 
・
保
守
管
理
記
録

 
・

C/
P、

専
門
家

 
機
材
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
所
（
実
習
室
な
ど
）
毎
に
管
理
責
任
者
と
副
責
任
者
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
定
期
的
な
維
持
管
理
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

自
立
発
展
性
に
影
響

を
与
え
た
貢
献
・
阻

害
要
因
は
何
か
。

 

 
 

・
関
係
者
の
意
見

 
・

H
IC

幹
部
職
員
、

C/
P、

専
門
家

 
現
状
の
組
織
体
制
の
維
持
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
、

JI
CA

-H
IC

コ
ー
ス
の
卒
業
生

若
干
名
を
採
用
す
る
こ
と
、
日
本
語
の
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
生
産
活
動
で
上
が
っ
た
収
益

で
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
が
自
立
発
展
性
を
確
保
す
る
上
で
重
要
。

 
自
立
発
展
の
た
め
に

必
要
な
体
制
。

 
 

 
 

 
日
本
人
専
門
家
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
自
立
発
展

し
て
い
く
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
以
下
の
事
項
で
あ
る
。

 
(1

) 
現
在
の

C/
P2

0
名
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
。
も
し
、

C/
P
が
分
散
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
あ
れ

ば
、
う
ま
く
機
能
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
(2

) 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
訓
練
コ
ー
ス
の
卒
業
生

10
名
を
雇
用
し
、

C/
P1

0
名
の
増
加
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
が
、
ハ
ノ
イ
工
科
大

学
や
他
の
学
校
、
あ
る
い
は
他
の
訓
練
コ
ー
ス
の
卒
業
生
を
雇
用
し
た
場
合
は
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
に
新
規
雇
用
さ
れ
た
人
物
が
適
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

 
(3

) 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
た
め
に
、
製
品
生
産
活
動
に
よ
る
利
益
を
用
い
て
、
ハ
ノ
イ
工
科

短
期
大
学
は
も
っ
と
機
材
に
対
す
る
投
資
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

 
(4

) 
 製

品
生
産
活
動
を
よ
り
多
目
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。
例
え
ば
、
学
生
の
技
能
向
上

と
態
度
改
善
、

JI
CA

-H
IC

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
政
的
自
立
の
確
保
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
地
域
の

工
業
開
発
に
よ
り
貢
献
す
る
こ
と
。

 
(5

) 
日
系
企
業
と
の
良
好
な
関
係
の
継
続
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
は
、
日
本

語
が
話
せ
る
職
員
一
名
を
指
名
す
べ
き
で
あ
る
。
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４．プロジェクト実績表 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
表
（
評
価
時
点
ま
で
の
投
入
実
績
及
び
活
動
実
績
等
の
取
り
ま
と
め
）

 

 
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
機
械
技
術
者
養
成
計
画
終
了
時
評
価
調
査

 
項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

 
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
機
械
技

術
者
の
増
加

 
ベ
ト

ナ
ム
政
府
の
統
計

資
料

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
約

84
0
名
の
企
業
で
働
く
技
術
者
が
短
期
の
職
業
訓
練
を
受
講
し
た
。

 
上

位
目

標
の

達
成

度
（
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る

機
械

工
業

分

野
の

技
能

労
働

者

の
技

能
レ

ベ
ル

が

向
上
す
る
。
）

 

 
機
械
工
業
分
野
に
就
職
し
て
い

る
機
械
技
術
者
の
増
加

 
ベ
ト

ナ
ム
政
府
の
統
計

資
料

 
20

04
年

9
月
に
長
期
訓
練
コ
ー
ス
か
ら
約

23
0
名
の
卒
業
生
が
出
る
。
こ
れ
ら
の
卒
業
生
の
ほ
と
ん

ど
は
、
実
践
的
な
技
能
と
知
識
な
ら
び
に
良
好
な
作
業
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
約
２
倍
の
求
人
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
卒
業
生
が
、
機
械
工
業
に
関
す
る
企
業
に
就
職
で
き
る
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。

 

実 績 

 
1 
短
期
職
業
訓
練
コ
ー
ス
数
、

参
加
者
数

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

H
IC

の
資
料

 
こ
れ
ま
で
に

74
回
の
短
期
訓
練
コ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者
総
数
は
、
約

1,
30

0
人
で
あ
る
。

 

 
2 
短
期
職
業
訓
練
参
加
者
に
よ

る
訓
練
内
容
の
評
価
（
聞
き

取
り
調
査
等
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
短
期
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
当
初
は
、
受
講
者
に
よ
る
訓
練
コ
ー
ス
の
評
価
が
毎
回
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
で
は
、
と
き
ど
き
行
わ
れ
る
。
過
去
の
評
価
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
大
半
の
受
講
者
が
、
訓
練

内
容
、
指
導
教
官
の
指
導
能
力
、
機
械
設
備
、
教
材
な
ど
に
つ
い
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
今
回
の
評
価
調
査
で
、
短
期
訓
練
を
受
講
し
た
技
能
労
働
者
が
勤
務
す
る
企
業
を
訪
問
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
が
訓
練
内
容
に
つ
い
て
概
ね
良
好
な
評
価
を
く
だ
し
て
い
る
。
な
お
、
受
講

し
た
訓
練
コ
ー
ス
の
内
容
が
、
基
礎
的
事
項
で
あ
っ
た
た
め
、
も
う
少
し
高
度
な
技
術
に
つ
い
て
の
研

修
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
 

 
 

3 
技
能
労
働
者
資
格
を
取
得
し

た
当
該
長
期
訓
練
コ
ー
ス
卒

業
生
数
（

12
0
名
以
上
）

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
H

IC
の
資
料

 
20

02
年

10
月
に
入
学
し
た
第
１
期
の
学
生

23
7
名
の
う
ち
（
３
つ
の
長
期
訓
練
コ
ー
ス
定
員
数
は
、

24
0
名
）、

約
23

0
名
が
最
初
の
卒
業
生
と
し
て
卒
業
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
中
間
評
価
時
に
設
定
し
た

12
0
人
と
い
う
目
標
値
と
比
較
す
る
と
約

2
倍
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

4 
長
期
職
業
訓
練
担
当
コ
ー
ス

授
業
時
間
数

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

H
IC

の
資
料

 
機
械
加
工
、
金
属
加
工
、
電
気
制
御
の
各
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
授
業
時
間
数
は
、
次
の
と
お
り
。

 
 

機
械
加
工

 
金
属
加
工

 
電
気
制
御

 
講
 
義

 
98

5
80

6
78

0
実
 
習

 
1,

64
0

1,
81

9
1,

56
0

計
 

2,
62

5
2,

62
5

2,
55

9
 

 
5 
技
術
移
転
を
受
け
た

C/
P
の

定
着
状
況

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

H
IC

の
資
料

 
20

02
年

8
月
ま
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
全
員
が
他
の
業
務
と
の
兼
任
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
、

各
分
野
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
専
任
と
な
っ
て
い
る
。
機
械
加
工
分
野

6
名
、
金
属
加

工
分
野

7
名
、
電
気
制
御
分
野

7
名
に
つ
い
て
は
、

20
02

年
8
月
以
降
変
更
な
く
、
定
着
状
況
は
良
好

で
あ
る
。

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目

標
の
達
成
度
（
ハ
ノ

イ
工

科
短

期
大

学

（
H

IC
）
の
機
械
技

術
者

養
成

能
力

が

向
上
す
る
。
）

 

 
6 
関
係
者
に
よ
る
長
期
訓
練
内

容
の
評
価

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
長
期
訓
練
内
容
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
卒
業
生
が
企
業
に
就
職
し
、
し
ば
ら
く
企
業
で
勤
務
し
た
後

に
、
企
業
側
か
ら
卒
業
生
が
身
に
つ
け
て
い
る
技
能
や
知
識
に
対
す
る
評
価
が
下
さ
れ
る
の
を
待
つ
必

要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
就
職
後
、
半
年
程
度
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

（
成
果
）
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
は
、
計
画
通
り

1 
機

械
工

業
分

野

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ

1-
1 
機
械
工
業

界
現

状
分
析

報

告
書
及
び
情
報
収
集
結
果

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び

H
IC

の
資
料

 
ベ
ト
ナ
ム
機
械
工
業
界
の
職
業
訓
練
及
び
雇
用
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
が

11
企
業
を
対
象
に
実
施
さ

れ
、
分
析
結
果
が
報
告
書
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

 

- 79 -

 



項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

 
1-

2 
機

械
工
業

界
の
ニ
ー
ズ

分

析
報
告
書
及
び
情
報
収
集
結

果
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

及
び

H
IC

の
資
料

 
同
上
。
な
お
、
調
査
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
提
案
事
項
は
、
次
の
３
つ
で
あ
っ
た
。

 
(1

)ベ
ト
ナ
ム
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
へ
の
最
新
技
術
の
移
転
や
技
術
支
援
は
、
今
後
の
産
業
界
の
新
た

な
発
展
段
階
に
適
合
で
き
る
よ
う
に
行
う
こ
と
。

 
(2

)機
械
設
備
及
び
訓
練
機
材
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
新
鋭
の
機
械
に
重
点
を
お
き
、
在
来
型
の

も
の
は
減
ら
す
こ
と
。

 
(3

)訓
練
目
標
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
生
産
部
門
の
管
理
、
主
要
な
新
鋭
の
機
械
に
関
す
る
能
力
を
有
す

る
技
能
労
働
者
の
育
成
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
。

 
 

 

1-
3 
策

定
さ
れ

た
訓

練
計
画

書

及
び
そ
の
改
訂
版

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び

H
IC

の
資
料

 
日
本
人
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
訓
練
計
画
を
作
成
し
た
。
な
お
、
長
期
訓

練
開
始
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
最
初
の
卒
業
生
を
出
す
こ
と
か
ら
、
今
後
、
訓
練
計
画
の
見
直
し
作
業

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 
 

2-
1 
募
集
・
選
考
規
定

 
H

IC
の
資
料

 
応
募
資
格
は
、
高
校
卒
業
。

 
 

2-
2 
広

報
用
に

作
成
さ
れ
た

資

料
（
新
聞
広
告
等
）

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び

H
IC

の
資
料

 
訓
練
生
募
集
は
新
聞
広
告
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

 

 

2
訓
練
生
募
集
・
選

考
体

制
が

確
立

さ

れ
る
。

 
2-

3 
訓
練
生
の
応
募
者
数

 
 

 
 

H
IC

の
資
料

 
長
期
訓
練
コ
ー
ス
へ
の
応
募
者
数
の
推
移
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

 
コ
ー
ス
名

20
02

年
20

03
年

20
04

年
 

機
械
加
工

 
25

9 
 

 
56

6
金
属
加
工

 
17

1 
 

 
23

4
電
気
制
御

 
32

7 
 

 
55

8
計

 
75

7 
 

1,
35

8
約

1,
30

0 
 

 
3-

1 
短

期
職
業

訓
練
参
加
者

の

指
導

教
官

に
対

す
る

評
価

（
聞
き
取
り
調
査
等
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
既
述
の
と
お
り
、
短
期
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
当
初
は
、
受
講
者
に
よ
る
訓
練
コ
ー
ス
の
評
価
が
毎
回

実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
過
去
の
評
価
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
大
半
の
受
講
者
が
、
指
導
教
官
の
指
導
能

力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

 
ま
た
、
今
回
の
評
価
調
査
で
、
短
期
訓
練
を
受
講
し
た
技
能
労
働
者
が
勤
務
す
る
企
業
を
訪
問
し
、

受
講
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
が
、
指
導
方
法
・
能
力
に
つ
い
て
良
好
な
評
価
を
く
だ
し
て
い
る
。 

 
3-

2 
関

係
者
に

よ
る
長
期
訓

練

指
導
教
官
に
対
す
る
評
価

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
日
本
人
専
門
家
及
び
各
部
門
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
チ
ー
フ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
の
指
導
教
官
と
し
て
の
能
力
を
評
価
し
て
も
ら
っ
た
。
一
部
、
教
官
と
し
て
採
用
さ
れ
て
か
ら
年

数
の
あ
ま
り
経
っ
て
い
な
い
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
高
い

能
力
を
有
し
、
日
本
人
専
門
家
が
い
な
く
て
も
、
自
立
で
き
る
能
力
水
準
に
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 

3 
ハ

ノ
イ

工
科

短

期
大

学
の

機
械

工

業
分

野
の

指
導

教

官
の

能
力

が
向

上

す
る
。

 

3-
3 

長
期

訓
練

生
へ

の

Po
st-

Te
st
の
結
果

 
H

IC
の
資
料

 
終
了
時
評
価
時
点
で
は
、
ま
だ
卒
業
試
験
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。（

20
04

年
9
月
中
に
は
実
施

予
定
）

 
 

4-
1 
各
分
野
別
に
作
成
、
活
用
さ

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 
H

IC
の
資
料

 
長
期
訓
練
に
つ
い
て
は
、
各
分
野
毎
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
研
修
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
短
期
訓
練
コ
ー
ス
は
、

21
種
類
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。

 

 

 

4
機
械
加
工
、
金
属

加
工
、
電
気
制
御
分

野
で

の
適

切
な

訓

練
が
短
期
、
長
期
職

業
訓

練
コ

ー
ス

と

し
て
確
立
さ
れ
る
。

 

4-
2 
各
分
野
別
に
作
成
、
活
用
さ

れ
た
教
科
書
、
教
材
の
数

 
H

IC
の
資
料

 
機
械
加
工
分
野
の
教
科
書

11
種
類
、
金
属
加
工
分
野
の
教
科
書

25
種
類
、
電
気
制
御
分
野
の
教
科

書
19

種
類
、
そ
の
他
の
教
科
書

9
種
類
、
ビ
デ
オ
教
材
等

6
種
類
、
計

70
種
類
が
作
成
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
、
販
売
も
さ
れ
て
い
る
。
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項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

 
4-

3 
各

分
野
別

職
業
訓
練
コ

ー

ス
の
実
施
回
数
（
短
期
訓
練

の
場
合
）

 

H
IC

の
資
料

 
短
期
訓
練
コ
ー
ス
（
期
間
は
、

3
日
か
ら

2
週
間
）
は
、

20
01

年
7
月
か
ら
現
在
ま
で
、

74
回
実
施

さ
れ
て
い
る
。

 

 
4-

4 
各

分
野
別

職
業
訓
練
コ

ー

ス
の
参
加
者
数
（
短
期
訓
練

の
場
合
）

 

H
IC

の
資
料

 
短
期
訓
練
コ
ー
ス
は
、
こ
れ
ま
で
に

74
回
実
施
さ
れ
、
受
講
者
総
数
は
、
約

1,
30

0
人
で
あ
る
。
こ

の
内
、
約

84
0
名
が
企
業
の
労
働
者
で
、
約

46
0
名
が
他
の
職
業
訓
練
機
関
の
指
導
教
官
で
あ
る
。

 

 
4-

5 
各

分
野
別

職
業
訓
練
コ

ー

ス
の
計
画
数
と
実
績
数
（
長

期
訓
練
の
場
合
）

 

H
IC

の
資
料

 
計
画
通
り
、

20
02

年
10

月
か
ら
、
機
械
加
工
、
金
属
加
工
、
電
気
制
御
の
３
つ
の
長
期
訓
練
コ
ー
ス

（
２
年
間
の
コ
ー
ス
）
が
開
始
さ
れ
、

20
04

年
9
月
に
最
初
の
卒
業
生
が
出
る
。

 

 

 
 

4-
6 
各

分
野
別

職
業

訓
練
コ

ー

ス
の
訓
練
生
計
画
数
と
実
績

数
（
長
期
訓
練
の
場
合
）

 

H
IC

の
資
料

 
中
間
評
価
時
に
は
、
各
コ
ー
ス

40
名
、
３
コ
ー
ス
で

12
0
名
の
指
標
を
設
定
し
た
が
、
実
際
に
は
、

１
ク
ラ
ス

40
名
の
定
員
で
、
１
日
２
部
制
で
計

80
名
、
３
コ
ー
ス
で
計

24
0
名
の
計
画
数
と
な
っ
た
。

各
年
度
毎
の
実
際
の
入
学
者
数
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

 
コ
ー
ス
名

 
 

 
20

02
年

20
03

年
20

04
年

 
機
械
加
工

 
25

9 
 

 
56

6
金
属
加
工

 
17

1 
 

 
23

4
電
気
制
御

 
32

7 
 

 
55

8
計

 
75

7 
 

1,
35

8
約

1,
30

0 
（
注
：

20
04

年
に
つ
い
て
は
、
応
募
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
だ
入
学
者
数
は
、
決
ま
っ
て

い
な
い
。）

 
 

5-
1 
設
置
さ
れ
た
機
材
、
施
設
の

数
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

及
び

H
IC

の
資
料

 
ベ
ト
ナ
ム
側
は
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
（

M
in

h 
K

ha
i校

）
の

6
階
建
て
の
新
校

舎
を
建
設
し
（

20
01

年
11

月
竣
工
）、

そ
の
一
部
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
利
用
し
て
い
る
。

 
日
本
側
が
供
与
し
た
機
材
は
、

40
品
目
あ
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
側
が
調
達
し
た
設
備
・
機
材
は
、

21
項

目
あ
る
。

 
 

5-
2 
各
機
材
の
活
用
度

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び

H
IC

の
資
料

 
長
期
訓
練
、
短
期
訓
練
、
生
産
活
動
の
た
め
に
、
一
部
の
機
械
を
除
い
て
、
フ
ル
活
動
し
て
い
る
。

 
 

 

5
適
切
な
施
設
、
機

材
、
設
備
が
設
置
さ

れ
有

効
に

活
用

さ

れ
る
。

 

5-
3 
機
材
の
保
守
・
管
理
状
況

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び

H
IC

の
資
料

 
機
械
類
は
、
定
期
的
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

 
機
材
は
使
わ
な
け
れ
ば
劣
化
す
る
が
、
フ
ル
活
用
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
っ
て
く
る
。

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
は
、
極
力
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
行
う
が
、
ま
だ
能
力
向
上
の
余
地
が
あ
る
。

 
 

6-
1 
年

間
予
算

額
の
推
移
と

予

算
構
成

 
H

IC
の
資
料

 
 

H
IC

の
年
間
予
算
額
の
推
移
と
構
成
は
下
表
の
と
お
り
。
 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：
百
万

D
on

g）
 

 
 

 
 

20
00

年
20

01
年

20
02

年
20

03
年

20
04

年
 

学
費

 
8,

96
2

18
,0

00
30

,0
00

33
,8

37
36

,0
00

 
助
成
金

 
7,

59
4

7,
90

9
8,

10
0

8,
87

4
9,

00
0 

総
額

 
16

,5
56

25
,9

09
38

,1
00

42
,7

11
45

,0
00

 
補
助
金
率

 
45

.9
30

.5
21

.3
20

.8
20

.0
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6 
ハ

ノ
イ

工
科

短

期
大
学
の
組
織
、
人

事
、
財
政
が
適
切
に

運
営
さ
れ
る
。

 

6-
2 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す

る

予
算
の
執
行
状
況

 
H

IC
の
資
料

 
ベ
ト
ナ
ム
側
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
予
算
支
出
実
績
は
下
表
の
通
り
。 （

単
位
：
百
万

D
on

g）
 

20
00

年
 

 
 

 
20

01
年

20
02

年
20

03
年

20
04

年
 

計
 

29
2 

 
 

 
 

 
42

9
88

0
1,

66
4

47
5

3,
74

0
注
：

20
04

年
の
数
値
は
、
第
一
四
半
期
分
の
み
。

 

 



項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

 
6-

3 
 C

P
の
配
置
状
況

 
H

IC
の
資
料

 
現
時
点
に
お
け
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
数
は
、
管
理
部
門
（
校
長
や
事
務
担
当
な
ど
で
兼
任
）
に

9
名
、
機
械
加
工
部
門
に

6
名
、
金
属
加
工
部
門
に

7
名
、
電
気
制
御
部
門
に

7
名
、
計

29
名
で
あ
る
。
 

ほ
ぼ
当
初
計
画
ど
お
り
の
配
置
人
数
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
定
員
が
当
初
よ

り
多
い
こ
と
（

60
人
→

12
0
人
→

24
0
人
）
と
短
期
訓
練
コ
ー
ス
を
数
多
く
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

製
品
制
作
も
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
作
業
量
に
比
較
す
る
と
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

 
 

6-
4 
運
営
委
員
会
の
開
催
頻
度

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
合
同
調
整
委
員
会
は
、

20
00

年
10

月
に
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

 
一
方
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
専
門
家
は
、
毎
週
、
定
例
会
議
を
行
っ
て
お
り
、
共
通
の
認
識
を
持
た

せ
る
意
味
で
は
大
変
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

 

 
 

 
6-

5 
入
学
者
数

に
対
す
る
卒

業

者
数
の
割
合

 
H

IC
の
資
料

 
20

04
年

9
月
に
約

23
0
名
の
第
１
回
目
の
卒
業
生
が
で
る
予
定
（
卒
業
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
卒

業
で
き
な
い
こ
と
と
、
評
価
時
点
で
は
卒
業
試
験
が
未
実
施
だ
っ
た
の
で
、
正
確
な
人
数
は
ま
だ
未
確

定
）。

入
学
者
数
は
、

23
7
人
で
あ
る
の
で
、
卒
業
者
数
の
割
合
は
、

90
%
以
上
に
は
な
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
。

 
投
入
は
、
計
画
通
り

か
 

ベ
ト
ナ
ム
側
投
入

 
1 
建
物
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用

機
材

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
（

M
in

h 
K

ha
i校

）
の

6
階
建
て
の
新
校
舎
（
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
。

20
01

年
11

月
竣
工
）
の

2
階
の
一
部
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
、
会

議
室
、
日
本
人
専
門
家
執
務
室
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
１
階
部
分

と
残
り
の
２
階
部
分
は
、
実
習
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
調
達
さ

れ
た
機
材
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
 
こ
れ
に
加
え
て
、
ベ
ト
ナ
ム
側
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要

な
設
備
及
び
機
材
と
し
て
、
旋
盤
、
エ
ア
コ
ン
（
フ
ラ
イ
ス
盤
、
検
査
室
、
倉
庫
、
実
習
室
）、

切
断
機

の
電
圧
安
定
器
、
教
室
・
セ
ミ
ナ
ー
室
、
事
務
所
の
机
・
椅
子
な
ど
を
提
供
し
た
。
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2 
ベ
ト
ナ
ム
人
専
任
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
の
配
置

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
現
時
点
ま
で
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
配
置
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
は
、

延
べ

39
名
に
上
る
。

20
02

年
8
月
ま
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置
は
、
兼
務
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

以
降
は
、
各
分
野
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
専
任
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

従
事
し
て
い
る
。
現
時
点
に
お
け
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
数
は
、
管
理
部
門
（
校
長
や
事
務
担
当
な
ど

で
兼
任
）
に

9
名
、
機
械
加
工
部
門
に

6
名
、
金
属
加
工
部
門
に

7
名
、
電
気
制
御
部
門
に

7
名
、
計

29
名
で
あ
る
。
ほ
ぼ
当
初
計
画
ど
お
り
の
配
置
人
数
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

 
3 
運
営
管
理
職
員
の
配
置

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
運
営
管
理
に
関
わ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
は
、
業
務
部
長
１
名
、
研
究
海
外
関
係
部
の
職
員

２
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 

 
 

 
 

4 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要

な
費
用

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
ベ
ト
ナ
ム
側
の
予
算
負
担
実
績
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る
。
含
ま
れ
る
費
用
は
、
一
般
活
動
経
費
、
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
給
料
、
日
本
か
ら
の
機
材
引
き
取
り
に
係
る
費
用
で
あ
る
。 （

単
位
：
百
万

D
on

g）
 

 
20

00
度

20
01

年
20

02
年

20
03

年
20

04
年

 
計

 
負
担
額

 
29

2 
 

 
 

 
 

42
9

88
0

1,
66

4
47

5
3,

74
0

注
：

20
04

年
の
数
値
は
第
１
四
半
期
ま
で
の
も
の
。

 
 

日
本
側
投
入

 
1 
長
期
専
門
家
：

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
延
べ

10
名
の
長
期
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
た
。
分
野
別
で
は
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

1
名
、
業
務
長

瀬
員

1
名
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
調
整
員

1
名
、
機
械
加
工

2
名
、
金
属
加
工

2
名
、
電
気
制
御

3
名
で
あ
る
。

ほ
ぼ
計
画
通
り
の
投
入
量
で
あ
る
。

 

 

 
 

2 
短
期
専
門
家

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
延
べ

17
名
の
短
期
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
た
。
指
導
分
野
は
、
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
、

CA
D
技
術
、
生
産

管
理
、
機
械
設
計
、
品
質
管
理
、
機
材
管
理
、
塑
性
加
工
、

PL
C

応
用
技
術
、
三
次
元

CA
D

/C
A

M
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
管
理
、

FA
セ
ン
サ
ー
技
術
、
板
金
加
工
教
材
開
発
、
ク
ラ
ン
プ
レ
ス
精
密
加

 



項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

工
技
術
、
マ
イ
コ
ン
応
用
技
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
マ
イ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
制
御
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
加
工
、

塑
性
加
工
製
品
設
計
製
造
技
術
で
あ
る
。
な
お
、
今
年
中
に
も
う
２
名
、
精
密
機
械
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
応
用
技
術
の
分
野
の
短
期
専
門
家
の
派
遣
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 

 

3 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
本
邦
研

修
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
計

23
名
の

C/
P
が
日
本
で
の
研
修
を
受
講
し
た
。
年
別
の
人
数
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

 
20

00
年
度

20
01

年
度

20
02

年
度

20
03

年
度

20
04

年
度

 
4 

 
 

 
 

5
3

7
4

研
修
分
野
別
に
見
る
と
、
機
械
加
工
（

4
名
）、

金
属
加
工
（

3
名
）、

機
械
・
電
気
保
全
技
術
（

2
名
）、

シ
ー
メ
ン
ス
制
御
技
術
（

2
名
）、

職
業
訓
練
管
理
（

3
名
）、

職
業
訓
練
向
上
セ
ミ
ナ
ー
（

1
名
）、

制
御

技
術
及
電
力
設
備
・
変
換
（

1
名
）、

製
品
制
作
・
試
験
と
検
査
技
術
（

2
名
）、

製
品
制
作
応
用
と
機
械

保
全
技
術
（

2
名
）、

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
（

1
名
）、

ロ
ボ
ッ
ト
制
御
と
ロ
ボ
ッ
ト
制
作
技
術

（
2
名
）。

当
初
計
画
の

5
年
間
で

15
名
程
度
と
比
較
す
る
と
約

1.
5
倍
の
実
績
と
な
っ
て
い
る

 
 

 
4 
供
与
機
材

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
こ
れ
ま
で
に
、

40
品
目
の
機
材
を
供
与
し
て
い
る
。
機
材
リ
ス
ト
は
、
ミ
ニ
ッ
ツ
の

A
nn

ex
 V

III
。

年
度
別
の
金
額
は
下
表
の
通
り
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：
千
円
）

 
 

 
 

 
20

00
年
度

20
01

年
度

20
02

年
度

20
03

年
度

20
04

年
度

 
計

 
20

8,
08

0 
 

 
 

 
 

33
,2

46
55

,7
20

40
,0

00
30

,0
00

36
7,

04
6

 
 

 

 
 

 
 

 
 

5 
現
地
業
務
費

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
現
地
業
務
費
支
出
実
績
は
、
下
表
の
通
り
。
一
般
現
地
業
務
費
、
教
材
作
成
費
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
費

と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：

U
S
ド
ル
と
百
万

D
on

g）
 

年
 
 
度

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

U
S
ド
ル

 
 

49
,9

39
41

,6
05

71
,9

19
81

,3
94

7,
02

2
一
般

 
現
地
業
務
費

 
百
万

D
on

g
28

6
29

5
77

6
1,

01
8

68
 

U
S
ド
ル

 
 

34
,5

15
52

,4
50

55
,1

62
教
材
作
成
費

 
百
万

D
on

g
3,

34
0

64
6

86
5

 
U

S
ド
ル

 
30

,9
03

 
セ
ミ
ナ
ー

 
開
催
費

 
百
万

D
on

g
 

 
 

 
15

0
U

S
ド
ル

 
 

49
,9

39
10

7,
02

4
12

4,
36

9
13

6,
55

6
7,

02
3

計
 

百
万

D
on

g
28

6
3,

78
5

1,
42

1
1,

88
3

68
 

注
：
 

20
04

年
度
の
数
値
は
、
第
一
四
半
期
ま
で
の
も
の
（

20
04

年
4
月
～
６
月
）

 
 

活
動
の
実
績

 
1)

-1
 ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
機
械

工
業

界
の

現
状

を
分

析
す

る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
機
械
工
業
界
の
ニ
ー
ズ
分
析
調
査
は
、
日
本
人
専
門
家
と

C/
P
が
共
同
で
実
施
し
た
。
調
査
票
調
査

の
対
象
企
業

14
社
を
選
定
し
、
そ
の
内

11
社
に
つ
い
て
訪
問
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
調
査
結

果
取
り
ま
と
め
、
機
械
工
業
界
の
ニ
ー
ズ
調
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。
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1)
 機

械
工
業
分
野

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ

た
訓

練
計

画
が

策

定
さ
れ
る
。

 
1)

-2
 機

械
工
業
界
が
必
要
と
し

て
い
る
職
業
訓
練
内
容
を
明

確
に
す
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
上
記
の
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
か
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
す
る
訓
練
の
重
点
を
以
下
の

3
点
に
置

く
こ
と
と
な
っ
た
。

 
(1

)ベ
ト
ナ
ム
機
械
工
業
分
野
の
今
後
の
発
展
段
階
で
必
要
と
な
る
技
術
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
。

 
(2

)訓
練
機
材
、
設
備
は
新
鋭
の
機
材
に
重
点
を
置
く
こ
と
。

 
(3

)訓
練
目
標
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
生
産
部
門
の
管
理
、
主
要
な
新
鋭
機
材
を
活
用
で
き
る
技
能
労
働

者
の
育
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

 
 

 
 

1)
-3

 機
械
工
業
界
の
ニ
ー
ズ
に

適
合
し
た
訓
練
内
容
を
策
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
上
記
活
動
に
基
づ
き
、
長
期
訓
練
計
画
が
作
成
さ
れ
た
。

 

 



項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

す
る
。

 
 

 
 

1)
-4

 ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の

訓
練
政
策
に
助
言
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
日
本
人
専
門
家
が
必
要
に
応
じ
、
毎
週
実
施
し
て
い
る
定
例
会
議
な
ど
で
、
訓
練
政
策
に
助
言
し
て

き
た
。
主
な
事
項
に
は
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
教
員
に
対
す
る
短
期
訓
練
実
施
の
提
案
、
ハ
ノ
イ
工

科
短
期
大
学
教
員
の
基
礎
的
実
技
能
力
の
向
上
の
必
要
性
、
学
生
の
勉
学
態
度
改
善
の
必
要
性
、
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
専
任
化
の
必
要
性
、
訓
練
と
組
み
合
わ
せ
た
生
産
活
動
実
施
に
つ
い
て
等
が
あ
る
。

 
 

 
2)

 訓
練
生
募
集
選

考
体

制
が

確
立

さ

れ
る
。

 

2)
-1

 入
学

志
願

者
の

応
募

資

格
、
条
件
を
規
定
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
訓
練
生
募
集
・
選
考
規
定
に
つ
い
て
は
、

H
IC

が
日
本
人
専
門
家
の
助
言
を
得
な
が
ら
主
体
的
に
進

め
、
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
募
集
・
選
考
の
基
準
及
び
規
定
を
確
立
し
た
。
実
際
に
は
、
高
校
卒
業
資
格

を
持
つ
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

 
 

 
 

2)
-2

 有
能
な
入
学
志
望
者
を
募

集
す
る
た
め
の
広
報
、
宣
伝

活
動
を
実
施
す
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
訓
練
生
募
集
は
、
新
聞
広
告
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
夏
休
み
前
に

学
生
に
簡
単
な
製
品
を
製
作
さ
せ
、
そ
れ
を
持
ち
帰
ら
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
に
学
生
が
学
ん
で
い

る
事
項
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報

活
動
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
短
期
訓
練
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
新
聞
広
告
を
行
っ
た
り
、

FA
X

や
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
よ
っ
た
り
し
て
行
っ
て
い
る
。

 
 

 
 

 
2)

-3
 訓

練
生
の
募
集
、
選
考
を

実
施
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
0
年
度

10
月
開
始
の
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
訓
練
生
の
募
集
か
ら
始
ま
り
、

20
03

年
度
、

20
04

年
度

の
訓
練
生
募
集
、
選
考
が
実
施
さ
れ
た
。
入
学
試
験
は
、
数
学
と
物
理
で
行
わ
れ
る
。

 
 

 
 

2)
-4

 ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
の

訓
練

コ
ー

ス
の

訓
練

生
募

集
・
選
考
関
連
の
活
動
に
つ

い
て
助
言
を
す
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
以
上
の
募
集
選
考
制
度
が
で
き
て
か
ら
は
、
特
に
無
し

 

（
指
導
員
が
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
を
習
得

す
る
。
）
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3)

-1
 カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
手
法

を
習
得
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
う
ち
の
大
半
の
者
が
十
分
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 

 
 

 

3)
 ハ

ノ
イ
工
科
短

期
大

学
の

機
械

工

業
分

野
の

指
導

教

官
の

能
力

が
向

上

す
る
。

 
3)

-2
 分

野
別
専
門
技
術
を
習
得

す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
う
ち
の
大
半
の
者
が
十
分
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 

 
 

 
 

3)
-3

 教
科
書
、
教
材
開
発
手
法

を
習
得
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
う
ち
の
大
半
の
者
が
十
分
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 

 
 

 
 

3)
-4

 訓
練
技
法
を
習
得
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
う
ち
の
大
半
の
者
が
十
分
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 
 

 
 

 
3)

-5
 講

義
準
備
手
法
を
習
得
す

る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
う
ち
の
大
半
の
者
が
十
分
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 

 
 

 
 

3)
-6

 コ
ー
ス
管
理
手
法
を
習
得

す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
う
ち
の
大
半
の
者
が
十
分
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 

 
 

 
 

3)
-7

 コ
ー
ス
評
価
手
法
を
習
得

す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

20
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
う
ち
の
大
半
の
者
が
十
分
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 

 



項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

 
 

4)
-1

 訓
練
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
３
つ
の
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

21
種
類
の
基
礎
的
短
期
訓
練
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
作
成
さ
れ
た
。
な
お
、
企
業
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
、
科
目
設
定
や
技
能
レ
ベ
ル
の
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
、
短
期
訓
練
の
参
加
者
に
は
、
能
力
レ
ベ
ル
の
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
訓
練
を
提
供
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
日
本
人
専
門
家
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
指
導
し

て
き
て
い
る
。

 
 

 
4)

-2
 訓

練
コ
ー
ス
の
教
科
書
、

教
材
を
作
成
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
機
械
加
工
分
野
の
教
科
書

11
種
類
、
金
属
加
工
分
野
の
教
科
書

25
種
類
、
電
気
制
御
分
野
の
教
科

書
19

種
類
、
そ
の
他
の
教
科
書

9
種
類
、
ビ
デ
オ
教
材
等

6
種
類
、
計

70
種
類
が
作
成
さ
れ
た
。
詳

細
は
、
ミ
ニ
ッ
ツ
の

A
nn

ex
 X

III
参
照
の
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
長
期
訓
練
コ
ー
ス
用
に
作
成
さ
れ
た
教

材
で
あ
る
が
、
短
期
訓
練
に
お
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 

4)
 機

械
加
工
、
機

械
板
金
加
工
、
電
気

制
御

分
野

で
の

適

切
な

訓
練

が
、

短

期
、
長
期
訓
練
コ
ー

ス
と

し
て

確
立

さ

れ
る
。

 

4)
-3

 訓
練

コ
ー

ス
を

実
施

す

る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
機
械
加
工
、
金
属
加
工
、
電
気
制
御
に
関
わ
る
長
期
訓
練
コ
ー
ス
（

2
年
コ
ー
ス
）
が

20
02

年
度
（

20
02

年
10

月
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
短
期
訓
練
コ
ー
ス
（
期
間
は
、

3
日
か
ら

2
週
間
）
は
、

20
01

年
7
月
か
ら
現
在
ま
で
、

74
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 
 

4)
-4

 訓
練
コ
ー
ス
内
容
を
評
価

す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
（
中
間
評
価
報
告
書
）
 
短
期
訓
練
終
了
時
に
は
、
他
の
分
野
の

C/
P
も
参
加
し
て
評
価
会
を
行
っ

て
い
る
。
評
価
会
で
は
、
短
期
訓
練
で
教
官
と
し
て
指
導
し
た

C/
P
が
訓
練
結
果
を
報
告
し
、
そ
れ
に

対
し
て
指
導
専
門
家
や
他
の
分
野
の
専
門
家
が
コ
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
こ
の
評
価
会
は
、

短
期
訓
練
の
問
題
点
等
も
提
示
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
で
議
論
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。（

今
後

は
、
短
期
訓
練
終
了
時
に
は
参
加
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
収
集
し
、
評
価
会
で
の
検
討
資
料
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
も
一
案
と
思
わ
れ
る
。）

 
 

20
02

年
10

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
長
期
訓
練
の
評
価
は
、長

期
訓
練
関
係
者（

各
分
野
の

C/
P
の

he
ad
、

副
校
長
、
日
本
人
専
門
家
な
ど
）
に
よ
る
指
導
教
官
に
対
す
る
評
価
を
聞
き
取
り
で
行
い
、
長
期
訓
練

終
了
時
に
訓
練
生
に
卒
業
試
験
を
実
施
し
て
訓
練
生
の
理
解
度
を
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。（

20
04

年
9
月
に
実
施
予
定
）
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4)
-5

 訓
練
コ
ー
ス
内
容
を
必
要

に
応
じ
改
訂
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
終
了
時
評
価
時
点
で
は
、
長
期
訓
練
コ
ー
ス
内
容
の
見
直
し
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
過
去

2
年
間
の
訓
練
経
験
に
基
づ
き
、
訓
練
科
目
の
見
直
し
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
科
目
に
よ
っ
て
は
削
除
さ
れ
た
り
、
よ
り
時
間
を
か
け
た
り
す
る
な
ど
の
修
正
が
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
短
期
訓
練
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
に
応
じ
て
、
指
導
す
る
技
能
の
レ
ベ
ル
や
科

目
を
調
整
し
つ
つ
行
っ
て
い
る
。

 
 

 
 

4)
-6

 そ
の
他
、
技
術
移
転
に
必

要
な
教
材
を
作
成
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
特
に
無
し
。

 

 
 

5)
-1

 機
材
、
施
設
を
調
達
し
、

設
置
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
投
入
の
項
目
で
記
述
し
た
が
、
ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
第
１
キ
ャ
ン
パ
ス
（

M
in

h 
K

ha
i校

）
の

6
階

建
て
の
新
校
舎
（
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
。

20
01

年
11

月
竣
工
）
の

2
階
の
一
部
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
、
会
議
室
、
日
本
人
専
門
家
執
務
室
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。

 
日
本
側
が
供
与
し
た
機
材
は
、

40
品
目
あ
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
側
が
調
達
し
た
設
備
・
機
材
は
、

21
項
目
あ
る
。
詳
細
は
、
ミ
ニ
ッ
ツ
参
照
の
こ
と
。

 
 

 

5)
 適

切
な
施
設
、

機
材
、
設
備
が
設
置

さ
れ
、
有
効
に
活
用

さ
れ
る
。

 

5)
-2

 施
設
、
設
備
、
機
材
を
管

理
し
、
保
守
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

 
調
達
さ
れ
た
器
械
類
は
、
定
期
的
に
メ
ン
テ
さ
れ
て
い
る
。

 

 



項
目

 
 

大
項
目

 
小
項
目

 
必
要
な
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
結
果

 

 
 

 
 

 
 

 
6)

-1
 必

要
な
予
算
を
確
保
し
、

適
切
に
執
行
す
る
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

H
IC

の
年
間
予
算
額
の
推
移
と
構
成
は
下
表
の
と
お
り
。
 
 
 
 

（
単
位
：
百
万

D
on

g）
 

 
20

00
年

20
01

年
20

02
年

20
03

年
20

04
年

 
学
費

 
8,

96
2

18
,0

00
30

,0
00

33
,8

37
36

,0
00

 
助
成
金

 
7,

59
4

7,
90

9
8,

10
0

8,
87

4
9,

00
0 

総
額

 
16

,5
56

25
,9

09
38

,1
00

42
,7

11
45

,0
00

 
補
助
金
率

 
45

.9
30

.5
21

.3
20

.8
20

.0
 

 ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
予
算
支
出
実
績
は
下
表
の
通
り
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。
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組
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財
政
が
適
切
に
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 計
画
に
応
じ
た
適
正
な
人

員
を
確
保
す
る
。

 
プ
ロ
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ェ
ク
ト
の
資
料

 
投
入
の
項
目
で
記
述
し
た
と
お
り
、
現
時
点
に
お
け
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
数
は
、
管
理
部
門
（
校

長
や
事
務
担
当
な
ど
で
兼
任
）
に

8
名
、
機
械
加
工
部
門
に

6
名
、
金
属
加
工
部
門
に

7
名
、
電
気
制

御
部
門
に

7
名
、
計

28
名
で
あ
る
。
 
ほ
ぼ
当
初
計
画
ど
お
り
の
配
置
人
数
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
定
員
が
当
初
よ
り
多
い
こ
と
（

60
人
→

12
0
人
→

24
0
人
）
と
短
期
訓
練
コ
ー
ス
を

数
多
く
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
製
品
制
作
も
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
作
業
量
に
比

較
す
る
と
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
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毎
週
開
い
て
い
る
会
議
を
通
じ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
の
把
握
と
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
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立
発
展
的
に
組
織
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企

画
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ハ
ノ
イ
工
科
短
期
大
学
側
は
、
技
術
者
の
需
要
が
多
い
こ
と
か
ら
、
長
期
訓
練
コ
ー
ス
の
定
員
を
現

在
の

24
0
名
か
ら

36
0
名
に
増
加
さ
せ
よ
う
と
の
計
画
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
指
導
教
官
の
増

員
に
つ
い
て
も
、
新
規
採
用
を
計
画
す
る
な
ど
自
立
的
に
組
織
を
運
営
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
。
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に
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す
る
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ェ
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定
期
会
議
を
通
じ
て
、
必
要
な
助
言
を
行
っ
て
き
て
い
る
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５．プロジェクト投入実績 
 
 

ハノイ工科短期大学機械技術者養成プロジェクト投入実績一覧 
 

 

専門家派遣 
 

長期専門家 

 

１． チーフアドバイザー： 木村大樹  2000.8.27～2005.3.31 

２． 調整員：      高橋佳子  2000.4.24～2002.4.23 

プログラム調整員：    西宮康二   2002.5.11～2002.5.10 

３． 各分野担当 

  機械加工専門家：   北野信一  2000.7.24～2003.3.31 

    河瀬博之  2003.3.26～2005.3.31 

  金属加工専門家：      大藪千治  2002.4.24～2002.4.23 

斎藤 靖   2002.4.10～2005.3.31 

  電気制御専門家：      清水達也  2000.4.24～2002.4.23 

小坂佳正  2002.4.10～2004.4.9 

佐藤大介  2004.3.25～2005.3.31 

 

短期専門家 

 

2001 年度 

１． シーケンス制御：  小坂佳正  2001.10.15～11.9 

２． CAD 技術：  安井雄祐  2001.10.15～11.9 

３． 生産管理：  山田晃司  2002.1.9～2.6 

４． 機械設計：  前田拓也  2002.1.9～2.6 

５． 品質管理：  田上晴久  2002.2.28〜3.22 

６． 機材管理：  佐久間貞二  2002.2.28〜3.22 

７． 塑性加工：  中杉晴久  2002.3.26～4.23 

2002 年度 

８． PLC 応用技術：  佐藤大介  2002.9.13～10.11 

９． 三次元 CAD/CAM： 多田唯一郎      2002.10.8～11.1 

10．ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ管理： 山口 安洋        2002.11.6～12.3 

11．板金加工教材開発： 森園 尚   2003.2.14～3.13 

12．FA ｾﾝｻｰ技術：  西 竜也   2003.2.27～3.27 

2003 年度 

13．ｸﾗﾝｸﾌﾟﾚｽ精密加工技術： 小渡邦昭  2003.8.17～9.13 

14．ﾏｲｺﾝ応用技術：  上原貴   2003.8.29～9.25 

15．ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾞﾝﾀ加工：  藤根和晃  2003.11.12～12.10 

16．ﾛﾎﾞｯﾄﾏｲｺﾝｼｽﾃﾑ制御： 辻純一郎  2004.2.2～2.28 

2004 年度 

17．塑性加工製品設計製造技術：澤村隆志  2004.7.18～8.31 

18．精密機械：  川畑雅司       2004.10.2～11.6 

19．ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ応用技術： （未定）        2004.10 中旬.～11.中旬 
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研修員受入 

 
2000 年度 

１． 職業訓練管理：   Mr. Ngo Xuan Do (HIC 校長) 

２． 機械加工   Mr. Va Dinh Thom(機械加工主任) 

３． 金属加工   Mr. Tran Van Minh（金属加工主任） 

４． マイクロコンピューター技術  Mr. Pham Xuan Khanh (電気制御主任) 

 

2001 年度 

１． 機械加工   Mr. Tran Duc Quy (機械加工主任) 

２． 金属加工   Mr. Nguyen Van Thanh(金属加工主任) 

３． シーケンス制御技術  Mr. Vu Thai Giang (電気制御主任) 

４． 職業訓練向上セミナー（集団） Mr. Ha Xuan Quang (HIC 副校長) 

５． 職業訓練管理   Mr. Hoang Xuan Nguyen （HIC 副校長） 

 

2002 年度 

１． 機械加工    Mr. To Tien Long (機械加工担当教官) 

２． 金属加工    Mr. Nguyen Truong Gian (金属加工担当教官) 

３． シーケンス制御技術  Mr. Kieu Xuan Thuc (電気制御副主任) 
 

2003 年度 

１．ﾛﾎﾞｯﾄ制御とﾛﾎﾞｯﾄ制作技術  Mr. Nguyen Dinh Hai（電気制御副主任） 

     Mr. Nguyen Thanh Ha（電気制御担当教官） 

２．機械・電気保全技術  Mr. Nguyen Cong Cat（機械加工副主任） 

     Mr. Nguyen Van Duc（機械加工担当教官） 

３．製品制作・試験と検査技術  Mr. Tran Van Hieu（金属加工担当教官） 

     Mr. Pham Hoanh Son（金属加工担当教官） 

４．職業訓練管理   Mr. Hoang Gia Dong（副校長） 

 
200４年度 

１．機械加工    Mr. Phan Tien Viet（機械加工担当教官） 

２．制御技術及電力設備・変換  Mr. Tran Minh Duong（電気制御担当教官） 

３．製品制作応用と機械保全技術 Mr. Giap Van Nang（金属加工副主任） 

     Mr. Nguyen Dinh Duc（金属加工担当教官） 

４．職業訓練管理   Mr. Hoang Van Dien（HIC 校長） 

 
 



 

６．セミナー及び技能競技会の実施実績
 

 セミナー及び技能競技会の実施実績 

 

実施日 名称 参加者数 場所 
4/7 Vocational Training Seminar 60 HIC 
5/7 Technical Transfer Seminar 201 HIC 
1,8,10/10 HIC 3-half days inner training (Japanese Vocational 

Training System in Japan, Labor Safety & Health 
System in Japan, Foreign workers’ Policy in Japan) 

80 HIC 

23~25/10 3days joint training (Japanese Vocational Training 
System in Japan, Labor Safety & Health System in 
Japan, Foreign workers’ Policy in Japan, Machinery 
processing, Metal Processing, Electric Control) 

144 HIC 

2/11 Introduction to Auto CAD 20 HIC 

 
2001 

2/11 Earth Leakage Circuit Breaker Prevent Death From 
Electrical Shock 

26 HIC 

5/2 Essence of Quality Control Technique 20 HIC 
5/2 Machinery Technical Designing 19 HIC 
20/3 ５S Activities 25 HIC 
20/3 TIG Welding 17 HIC 
23,24/3 Skill Competition 80 HIC 
18/4 Metal Forming Processing  HIC 
18/4 MIG Welding  HIC 
19/4 Electronics Circuit Simulation  HIC 
20/9 Enterprises’ explanation meeting for students  HIC 
8/10 Thermometer control & Servo Motor control by PLC  HIC 
29/10 3 Dimensions Auto CAD  HIC 
27/11 Computer management & security  HIC 
2~6/12 Machining center  Hanoi 

 
2002 

8,14,15/12 Skill Competition  HIC 
10/3 Gas Welding  HIC 
24~26/3 Machining Center & 3D CAD  HIC 

 
2003 

25/3 Robot technology by PIC  HIC 
2004 27,28/6 Enterprises’ explanation meeting for JICA-HIC course 

students 

 HIC 
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７．ハノイ工科短期大学（HIC）の概要
 

ハノイ工科短期大学(HIC)の概要 

 
1. 名称： ベトナム語表記では、ハノイ高等工業学校。国際標記では、ハノイ工業短期大学 
 
2. 所在地： ハノイ中心街から国道32号線を西に13km。ハノイ市西端の田園地帯、通称NHON

地区にある。32 番のバスの終点である。 
住所：km 13, road 32, Minh Khai Commune, Tu Liem District, Hanoi 
TEL: (84-4) 765-5407, FAX: (84-4) 765-5409 

 
3. 所轄政府機関： 工業省 
 
4. 歴史： 1898 年にフランスによって設立されたハノイ実践工芸学校と 1913 年に同じくフラ

ンスによって設立された第１技術労働者学校を統合してできた学校である。1999 年までは、

第１工業職業学校であり、1999 年に短期大学に移行した。大学化の計画がある。 
1954 年以来、4 万人以上の技術者、労働者及び指導員を全国に輩出している。 

 
5. 位置付け： 労働傷病兵社会問題省(MOLISA)職業訓練総局(GDVT)が指定する 15 のキース

クール（職業訓練校）の１つ。ハノイでは唯一のキースクール。 
 
6. 教育訓練コース： 次の 3 コースを有する。 
 (1)短期大学コース：原則 3 年。この他に短大在職訓練コースがある。 

①製造機器、②電気機器、③動力機器、④情報技術、⑤電気技術、⑥電子、⑦経済、⑧電気・

電子技術師範、⑨機械技術師範、⑩情報技術師範、⑪熱技術、⑫工業化学 
 (2)中級技術者コース：中学校（日本の高校）卒 2 年、基礎中学校（日本の中学校）卒 3 年半 

①機器部品製造、②機械設備保全・操作、③自動車・オートバイ修理、④工業用及び民生用

電気、⑤電子、⑥情報、⑦会計実務、⑧電気システム、⑨熱技術、⑩工業化学 
 (3)技術労働者コース：中学校（日本の高校）卒 2 年、基礎中学校（日本の中学校）卒 2 年半 

①溶接、②旋盤、③製造作業、④工作機械修理、⑤フライス盤、⑥自動車・オートバイ修理、

⑦工業用及び民生用電気修理、⑧電子通信、⑨冷蔵機操作保全、⑩工業化学 
 
7. 学生数の推移（1997 年以降） 
 1997 年 1998 年 1999 年 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 
短大コース － － 1,785 4,336 7,441 9,613 8,782 
中級技術者コース 519 775 1,673 2,645 2,761 2,761 3,117 
技術労働者コース 995 1,791 2,108 3,076 3,726 4,200 4,250 
JICA-HIC 技術労

働者コース 
－ － － － － － 240 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ大学、IT
及び会計協力ｺｰｽ 

－ － － － － － 1,100 

合計 1,514 2,566 5,566 10,057 13,928 16,592 17,489 
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8. 職員数の推移 
 1997 年 1998 年 1999 年 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 
教師数 116 127 210 252 367 450 550 
スタッフ総数 252 251 252 320 435 550 600 

 
9. 授業料 
 授業料は、通常のコースで月額 14～18 万ドン(9～12 ドル)であるが、JICA プロジェクトの

長期訓練コースは月額 30 万ドン（20 ドル）。（夏休み期間中の授業料はなく、年間 10 ヵ月、

授業料を納入する。） 
 
10. 設備など 
 JICA プロジェクトの機材が到着するまで、旧ソ連や東欧製の古い機材で訓練を行っており、

現在も第２キャンパスには老朽化した機材が並んでいる。2000 年末から日本製の中古機材を

導入し、3 年間くらいで更新したいとしている。 
 
11. シフト制： 学科は、午前・午後の２部制、実習は夜間を含む 3 部制で行われている。 
 
12. 今後の発展方向 

• IT 訓練に重点を置いた新たな訓練コースの提供 
• 訓練の質を地域水準あるいは国際水準に向上させ、維持すること 
• 近い将来の技術大学化に向け、必要かつ十分な条件を整備し、ベトナム国内及び外国向

けの技術労働者及び技術者訓練の指導的施設とする。 
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